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序

神戸市長田区は、古来より交通の要衝として栄え、多くの人々の

生活が営まれていました。その足跡は、区内随所で窺い知ることが

できますが、近年の発掘調査において、より明確なものになってま

いりました。

二葉町遺跡は、近年の再開発事業などに伴う発掘調査によつて、

様相が明らかになった遺跡のひとつです。同遺跡の発掘調査におい

ては、主として、平安時代から鎌倉時代の遺構 。遺物が数多く確認

されており、同時期の大規模な集落跡であることが明らかになりま

した。

これらの成果は、長田のみならず神戸の歴史像を探る上でも、重

要な資料となりうるもので、広く活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、本調査が関係諸機関および地域住民の皆様

の多大なるご理解とご協力によって実施することができましたこと

を、厚くお礼申し上げます。

平 成 22年 3月
神戸市教育委員会



例    言

1.本書は、神戸市長田区久保町 6丁 目において発掘調査を実施した、三葉町遺跡第22次

調査の埋蔵文化財調査の報告書である。

2.当調査は、新長田駅南第 2地区震災復興第二種市街地再開発事業に伴うもので、神戸

市教育委員会 。
(財 )神戸市体育協会が神戸市都市計画総局の委託を受けて実施した。

現地における調査は、平成21年 5月 18日 から平成21年 7月 16日 の期間で実施し、(財 )

神戸市体育協会総務課 池田 毅 。阿部 功が担当した。

3.遺物整理作業は、平成21年度に神戸市埋蔵文化財センターにおいて実施し、神戸市教

育委員会文化財課 黒田恭正、佐伯二郎、池田、阿部が担当した。遺物写真の撮影は

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 牛嶋 茂氏の指導の下、西大寺フォ

ト 杉本和樹氏が行った。

4.本書に掲載した位置図は、国土地理院発行の25,000分 の 1地形図「神戸首部」、「神戸

南部」、神戸市発行の2,500分の 1地形図、「大橋」を使用した。

5,本書に用いた方位・座標は、平面直角座標系世界測地系で、標高は東京湾中等潮位

(T.P.)で示した。

6.本書の執筆は、「第 2章 。第 3節」について、文化財課 中村大介が、これ以外は池

田・阿部が担当し、池田が編集を行った。出土遺物ならびに図面 。写真は、神戸市埋

蔵文化財センターに保管している。

7.第 4章における本調査 (第 22次調査)以外の出土遺物実測図等の番号については、掲

載されている番号をそのまま使用している。

8.下記の作業については作業委託を行った。

発掘調査作業  (有)和田発掘調査所

航空写真測量  (株)GEOソ リューションズ

9.現地での発掘調査の実施には、神戸市都市計画総局新長田南再開発事務所の協力を得

た。
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第 1章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯 と経過

(1)調査に至る経緯

二葉町遺跡力羽中在する、長田区腕琢町・久保町 。二葉町周辺は、南北方向の大正筋商店

街、東西方向の六間道商店街など多くの商店街が存在する商業地域であり、古い木造家屋

が密集する地区であった。

平成 7年 1月 17日 午前 5時46分に発生した、兵庫県南部地震 (阪神・淡路大震災)は

多くの建物や高速道路を倒壊、焼失した。当地区も甚大な被害を受け、多くの市民が避難

生活を余儀なくされた。その後、当地区を対象に新長田駅南第2地区震災復興第二種市街

地再開発事業 (以下、再開発事業)と して都市計画が決定された。

事業区域内には、周知の埋蔵文化財包蔵地である松野遺跡、二葉町遺跡などが存在して

おり、平成7年度より、施江範囲決定地区について、順次試掘調査を実施し、二葉町遺跡

では遺物包含層と遺構面が良好に遺存することが確認された。この結果を踏まえ、神戸市

都市計画局新長田南再開発事務所 (当時、現神戸市都市計画総局新長田南再開発事務所)

と協議を行ない、建物除却の完了した部分から、順次全面発掘調査を実施することとな

り、調査は平成8年度より開始された。調査の完了した範囲については再開発ビルが着工

され、久保町6丁目における今回の調査地を除き、すでに調査は完了している。

＝
ナ‐
卜
‐
■

三木市

r子  神 戸 市

二葉町遺跡の位置
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二葉町遺跡



(2) 調査組織

神戸市文化財保護審議会  史跡・考古資料担当

工築 善通  大阪府立狭山池博物館長

和田 晴吾  立命館大学文学部教授

神戸市教育委員会事務局

教育長

社会教育部長

教育委員会参事

(文化財課長事務取扱)

社会狭育部主幹

橋口 秀志

大寺 直秀

相木 一孝

渡辺 伸行

(財)神戸市体育協会

会長       表  孟宏

副会長       小川 雄三

(専務理事事務取扱)

常務理事     碩 弘四郎

総務課長    赤沢 徹

総務係長     裳輪 龍男

調査担当学芸員   池田  毅

阿部  功

嚇 文化財センター所長事務取扱)

埋蔵文化財指導係長   丸山  潔

埋蔵文化財調査係長   千種  浩

文化財課主査     丹治 康明

同        安田  滋

同        斎木  巌

事務担当学芸員     中谷  正

遺物整理担当学芸員   黒田 恭正

佐伯 二郎

保存科学担当学芸員   中村 大介

(3)調査の経過

今回の調査は、再開発事業に伴う二葉町遺跡の最後の調査範囲となる部分である。調査

地の位置する久保町6丁目地区は、今回の調査地の南側隣接地において、平成元年度に神

戸女子大学二葉町遺跡調査会による共同住宅建設に伴う第1次調査が実施され、平成8年

11月 からは再開発事業に伴う発掘調査 (第 3次調査)が最初に開始された地区である。

今回の調査対象地の面積は500m2で、調査は平成21年 5月 18日 から開始した。

平成8年度に開始された、再開発事業に伴う二葉町遺跡の発掘調査成果については、こ

れまで、現地において地元地域住民を対象とした見学会等を適宜実施し、公開を行なって

来た。平成10年度には、二葉町6丁目地区SE306出上の井戸枠船材を、埋蔵文化財セン

ターにおいて速報展示を行なっている。その他、地域の歴史についての理解を深めてもら

うために、地域施設を利用した展示会等を開催し、下記の通り公開を行なって来た。

―
―

―

―

Ｉ

Ｌ

表 1 蜘 査成果の公開展示

尚、これまでの調査成果は、

9・ 12次調査』、平成20年度に

行されている。

平成13年度に『二葉町遺跡発掘調査報告書 第 3・ 5。

F二葉町遺跡発掘調査報告書 第14～21次調査』として刊

開イ讐毛度 展 示 内 容 展 示 場 所

平成12年度 長田区歴史変遷展 アスタギヤラリー

平成14年度 長田区の遺跡 長田区役所震災資料室

平成15年度 アスタくにづか発掘展一地下に眠る中世の遺跡― アスタギヤラリー

-2-



(4)調査 日誌抄

平成21年 5月 18日

5月 19日

5月 26日

5月 27日

5月 28日

6月 1日

6月 2日

黎 1  目霊餡翻万梢」鰈 糊

調査資材を搬入、調査

地周囲の防塵ネット仮

囲いを開始する。

重機掘削を開始。並行

して攪乱掘削、遺物包

含層の掘削、遺構面の

検出、精査を行なう。

攪乱の影響が著しい。

重機掘削完了。

調査区北西部で井戸 1

基 (SE315)検 出、掘

削を開始する。

調査区東半部で井戸 1

基 (SE316)を検出。

調査区西半部の遺構検出

掘立柱建物 2棟程か。

杭打ち、害ヤ付開始。攪乱

掘削除去、遺構検出、

遺構掘削を続行。

6月 4日 市立駒ヶ林中学校 1年生生徒、発掘体験

学習実施。60名参加。

6月 5日 井戸 2基断面写真撮影、断面図実測。

6月 8日 平面図実測開始。各遺構掘削、記録作業

を継続。

6月 9日  SE316完掘状況写真撮影。

6月 11日 調査区南側で新たに2基の井戸を検出。

(SE317・ 318)掘削を開始する。

6月 12日 基準点測量実施。SE315遺物出土状況

写真撮影。

6月 15日 遺構掘削、記録作業を続行。

6月 16日  SE317・ 318。 SX301断面写真撮影、断

面図実測。

6月 17日

6月 18日

6月 19日

6月 23日

6月 26日

6月 30日

7月 1日

7月 2日

7月 9日

7月 13日

7月 14日

7月 15日

7月 16日

7月 17日

全景写真撮影。空中写真撮影準備。

クレーンによる空中写真撮影実施。

全景写真撮影。

ピット半裁開始。

SE317・ 318曲物取上げ、完掘へ。

東半部下層の自然河道断割開始。

テレビ局嚇 、翻 耳臨 。

ピット半裁、記録作業を継続。

自然河道からの遺物の出土は無し、南東

側から、重機による埋戻し作業開始。

南壁土層断面図実測。

北壁土層断面図実測。

北壁断割、遺構掘削、記録作業完了。

埋戻し作業完了。資材搬出、撤収作業。

仮設事務所搬出、調査を完了する。

写真2 発掘体験学習
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第 2節 二葉町遺跡の立地 と歴史的環境

(1)遺跡の立地

大阪湾岸に東西に連なる六甲山系は、花闘岩が殿 |ヒ した崩落しやすい土壌で、六甲山系

の南側には流出する大小の河川により、数多くの扇状地が形成されている。二葉町遺跡

は、この六甲山系から流出する苅藻川や妙法寺川などによって供給された土砂と、瀬戸内

海からの海流により形成された、自然堤防上に立地している。現在の海岸線からは、約

500m北西に位置する。調査地付近の標高は現況で3.8～3,9m前後である。

調査地付近はかつて人部郡駒ヶ林村に属し、明治18年 (1885)の F仮製地形図』では、

扇状地のやや高位部をほぼ東西に通過する西国街道と、海岸部に立地する駒ヶ林村、野田

村の集落との間には、南東への緩斜面地上に水田が広がり、溜池が点在する風景が認めら

れる。駒ヶ林村は明治22年 (1889)に、林田村として付近の村々と合併、明治29年 (1896)

に神戸市と合併している。大正時代の耕地整理以降は市街地化が急速に進行し、腕塚町・

久保町・三葉町の地名は大正 9年 (1920)年に誕生している。昭和 7年 (1932)の地形図

ではすでに、ほぼ平成 7年の震災以前の街区に近い状況となっており、現在の国道2号線

には、昭和 2年 (1927)に須磨浦通 5丁 目まで廷伸した、神戸市電が東西に走り、街区

に建物が密集する、神戸市西部有数の商工業地域として発展している状況が読み取れる。

＼ (

影ゲ7がこ
。

目

霧

目丁五

／

町

Hg,2 調査地位置図 (S=1:2,500)
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(2)歴史的環境

十日石器時イt

縄文時代

弥生時代

古墳時代

二葉町遺跡が立地する長田区は、神戸市内でも濃密に遺跡が分布する地域のひとつであ

る。近隣の遺跡から調査地付近の歴史的な概観を見てみたい。

これまでに知られている最古の生活の痕跡は、会下山遺跡 1)において、サヌカイト製国

府型ナイフ形石器が採集されており、長田神社境内遺跡から尖頭器が出土しているが2)、

言軒田は明らかではない。

縄文時代については、大手町遺跡で早期の神並上層式と考えられる山形押型文土器片が

出上している3)。 前期の様相は明らかではない。中期には名倉遺跡から土器片が採集され

ており4)、 楠・荒田町遺跡5)では中期に遡るものと考えられる土器片、後期の上坑などの

遺構、遺物が確認されている。晩期後半～弥生時代前期にかけては、遺跡数も増加し、

楠・荒田町、上沢 6)、 三呑町7)、 五番町8)、 長田神社境内9)、 御蔵l① 、三葉町、戎町1め 、

大手町などの各遺跡から土坑、溝などの遺構や、突帯文土器が出上している。

縄文時代晩期末～弥生時代前期には、大開遺跡ので環濠を伴う集落が形成される。近畿

で最古段階の環濠集落として注目され、縄文時代と弥生時代の接点を考える上での重要な

資料となっている。また、前期後半には二葉町遺跡でも遺構、遺物が確認されている。

続く前期末～中期には楠・荒田町遺跡が西摂地域の拠点集落の一つとして位置づけられ

る。前期末～中期初頭の貯蔵穴、中期前半の竪穴建物、中期後半の方形周溝墓などの多く

の遺構が検出され、時代の推移による集落内における貯蔵域、居住域、墓域の変遷が確認

されている。。また出土土器は前期から中期における西摂地域の基準資料となっている。

戎町遺跡も前期～中期にかけて盛行する集落遺跡である。前期の竪穴建物や、水田などが

確認され、木製鍬未製品も出土している。また中期の竪穴建物、方形周溝墓群が確認され

ているめ。この他に中期中葉の上器が大量に出上した東山遺跡⑮、ゴホウラ貝製貝輪40点

余が中期後半の壼に納められて出上した、河原遺跡めなどが古くから知られている他、大

手町遺跡からも遺物が多数検出されている。

後期～古墳時代初頭にかけては数多くの遺跡が確認されており、追跡数は急増する。

楠・荒田町、兵庫松本1の 、上沢、三番町、五番町、長田神社境内、長田南lD、 御蔵、戎

町、若松町り、鷹取町2③、大手町などの遺跡が挙げられ、兵庫松本、長田神社境内、大手

町遺跡などはこの時期に盛行を迎え、竪穴建物や掘立柱建物などの多くの遺構や遺物の検

出が確認されている。大手町遺跡からは線刻による、龍をモチーフにした絵画土器や、手

焙形土器などが出上している2D。

古墳時代前期には、平野部を望む丘陵上に夢野丸山古墳 (円墳、径20m)2)、 会下山二

本松古墳 (前方後円墳、全長55m)20、 得能山古墳 (円墳)2つ などが築造される。中期には

旧苅藻川河口に念仏山古墳が築かれたとされ、鰭付円筒埴輪が出土しているが、古くに消

滅し言耕田は不明である2D。 後期には池田古墳群20、 大手古墳群2の等が挙げられるが、古く

から市街地化が進んだ地域であるため、言稀田は不明である①この他、兵庫区雪御所町から

荒田町にかけて横穴式石室を埋葬施設とする古墳群、旧苅藻川河口付近の海岸に近い低地

には雀塚、傑塚、大水の子古墳などの後期古墳、兵庫区氷室町付近や長田区大塚町付近に

も古墳群が存在したといわれている2D。
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1 二葉町遺跡
2,松野遺跡
3 大橋町遺跡
4 大橋町東遺跡
5 者松町東遺跡
6.兵庫津遺跡
7.大開遺跡
8.箱・荒田町遺跡

9.河原追跡
10 東山追跡
11.兵庫松本遺跡
12 会下山追跡
13 上沢追跡
14 室内遺LI

15 名倉遺跡
16 林山古窯LL

17 長田神社境内遺跡
18.長口南遺跡
19 五番町追跡
20,三番町遺跡
21 御蔵追跡
22 御船遺跡
23.神楽追跡
24 水笠追跡

25,戎町追跡
26 千蔵追跡
27 若松町遺跡
28.長田野田遺跡
29 長日本庄町遺跡
30.鷹取町遺跡
31 大田町追跡
32.権現町遺跡

33 大手町遺跡
A 夢野丸山古墳
B.会下山二本松古墳
C 池田古墳群
D 念仏山古墳
E 得能山古墳
F 大手古墳群

ng.3 周辺の主な遺跡 (S=1:25,000)
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飛鳥時代

～平安時代

中世以降

古墳時代中期以降の集落は、柵に囲まれた「豪族居館」と考えられる6世紀初めの掘立

柱建物群が検出された松野遺跡2の をはじめ、楠・荒田町、湊川30、 三香町、上沢、神楽、

水笠訊)、 大田町などの各遺跡で集落跡が確認されている。

松野遺跡の柵に囲まれた掘立柱建物群は、この地域の神奈美である高取山を望む建物群

と推定され、モニュメントとの見方もある3の。この建物群の南側からは、中期末～後期前

半の竪穴建物群や掘立柱建物群が検出され、多数の滑石製品が出土している。三番町遺跡

からは竪穴建物、土器溜り、大溝などが検出され、大溝からは中期の上師器類と共に小型

傍製鏡が出土している30。 上沢、神楽の両遺跡では中期～後期の竪穴建物や掘立柱建物が

多数検出され、滑石製玉類、韓式系土器などが出土している3つ。

長田区林山町では、神戸市内で確認されている数少ない古墳時代の須恵器窯のひとつで

ある林山古窯址が確認されている30。 発掘調査が実施されていないため言軒田は不明である

が、採集された遺物から6世紀後半頃に操業した窯であると考えられている。

飛′鳥時代～奈良時代には、御蔵遺跡で掘立柱建物など多くの遺構が確認され、奈良三彩

の脚付火舎または盤の脚、土馬や鈴帯などが出土している30。 室内遺跡3の は現在の室内小

学校内における瓦類の出土から白鳳潮の寺院「房王寺」の推定地と考えられている。

室内遺跡の南側に位置する上沢遺跡では、飛′鳥時代の掘立柱建物、輪羽口、鉄淳、銅

津、漆容器、奈良時代～平安時代の掘立柱建物群などの多くの遺構や、銅製巡方、銅製絞

具、銭貨や、井戸から,同銃などの遺物が出上している3D。

大田町遺跡は古代山陽道の駅家のひとつ「須磨駅家」の可育骰隆が高いことが指摘されて

いる。奈良時代～平安時代の掘立柱建物約30棟、土坑、地鎮遺構、土器埋納遺構などが

確認されており、平成 3年度の兵庫県教育委員会による調査ではヘラ描文字が施された円

面硯が出土した。「荒田郡 中富郷 直□□」と現時点で解読され、文献には現れない「荒

田郡」の存在力半J明 した3の。

また、長田野田遺跡からは、奈良時代の掘立柱建物、柱列が確認されている40他、三葉

町遺跡でも奈良時代の掘立住建物群が確認されており、公共性の高い隆格が指摘されてい

る。当地域は古代山陽道が通過していたものと推定され、交通の要衝であったことから、

官衡的な性格が強い遺跡が集中している。

平安時代末期以降、遺跡の数は急増する。この時期には開発が活発に進行したものと考

えられる。楠・荒田町遺跡の神戸大学付属病院敷地内からは大規模な二重の堀、柱穴内に

礎盤石を据えた櫓と考えられる掘立柱建物が検出されており4)、 楠・荒田町遺跡の北側に

位置し、園池遺構が確認された祗園遺跡②と共に平氏の「福原京」に関連するものとして

注目されている。平安時代後半～鎌倉時代にかけては、長田神社境内遺跡で祭祀に関連す

ると考えられる遺構が確認され40、 大橋町遺跡4め 、長田野田遺跡4の から掘立柱建物群、

溝、土坑墓などが検出されている。長田野田遺跡からは室町時代の遺構、遺物も確認され

ている。二葉町遺跡から掘立柱建物群や井戸、木棺墓など数多くの遺構が確認されている。

律令期以降近世にかけて、瀬戸内海航路の基幹港のひとつとして港湾都市を形成した兵

庫津遺跡では、奈良時代～近世に至る数多くの遺構、遺物が確認され、近年は多方面の分

野からの総合的な考察力光子なわれ、その様相が次第に明らかになりつつある40。
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(3)既往の調査概要

縄文時代以前

弥生時代

古墳時代

飛鳥時代

奈良時代

平安時代前半

平安時代中頃

～鎌倉時代

二葉町遺跡は、昭和63年度に市立二葉小学校校舎改築に伴う試掘調査によって、初め

てその存在が確認された追跡である。試掘調査では中世の良好な遺物包含層が確認され

た。平成元年度には久保町6丁 目において、共同住宅建設に伴う発掘調査 (第 1次調査)

が実施された。平安時代末～鎌倉時代初めの掘立柱建物 3棟、井戸 1基が確認され、遺物

包含層から白磁四耳壷が出土した。平成 5年度には個人住宅建設に伴う第 2次調査が実施

され、中世の遺構・遺物が確認された。平成 8年度からは、新長田駅南第 2地区震災復興

第二種市街地再開発事業に伴い、大規模な調査が継続して実施されている。

二葉町遺跡で初めて、生活の痕跡が確認されるのは縄文時代晩潮からである。

腕塚町 6丁目・久保町 5丁目地区の流路、二葉町 6丁 目地区の遺構面の粗砂層から、晩

期の突帯文土器片などが出土しているが、明確な遺構は確認されていない。

前期の遺構・遺物が確認されている。腕塚町6丁 目地区、久保町6丁 目地区で、土坑、

溝が検出され、蓋、壷等の追物の出土が確認されている。

古墳時代については、これまでに遺構、遺物は確認されていない。

飛′鳥時代の遺構は、二葉町6丁目で土坑 1基 (SK202)力淮 認されているのみである。

7世紀前半から中頃の須恵器杯、土師器郭、小型甕、鍋、蛸壼、土錘が出上している。

奈良時代の遺構・遺物は、二葉町 6丁目地区北東部において比較的集中的に確認されて

いる。これまでの調査では、奈良時代の遺構、遺物の分布はこの地区に限られている。掘

立柱建物 5棟、井戸、土坑が検出されている。

検出された掘立柱建物は、南北棟の建物 2棟が並んで検出されており、ヨ印 1に は2間 X

2間の小さな建物が、南イ員1には2間 ×2間の建物と南北棟の建物が検出されている。2間

×2間の小さな建物を間にして、大型の建物が東西に並ぶ建物配置から、権力者の邸宅若

しくは公共隆を帯びた施設である可台旨隆が指摘されている。

平安時代前半の遺構は、二葉町 6丁 目地区において、10世紀代の掘立柱建物 2棟、井

戸 2基、溝が検出され、建物は、その規模と位置から主屋と附属屋である可育融隆が指摘さ

れている。この他、久保町 6丁 目地区からは土坑 1基 (SK301)が検出されており、10

世紀半ばの時期が考えられる「ての字状口縁」の上師器皿、イが出土している。

飛′鳥時代～平安時代前半 (10世紀)ま での段階では、二葉町 6丁 目地区付近に遺構・

遺物の分布が集中する傾向が認められる。

平安時代中頃 (11世紀中頃)～鎌倉時代 (13世紀中頃)にかけては、三葉町遺跡で最も

多くの遺構・遺物が確認される時期であり、連綿と集落力淮意 れている。出土遺物から、

概ね平安時代中頃 (11世紀中頃～12世紀前半)、 平安時代末 (12世紀中頃～後半)、 鎌倉

時代前半 (13世紀前半～中頃)の 3期の遺構群に分けられることが指摘されている。

腕塚 6丁 目地区では、当該期の遺構はわずかにピットが確認されているに過ぎない。

久保町 6丁 目地区では、掘立柱建物 3棟 と井戸、大型土坑が認められる。SB301と

SE302は同時に存在したものと考えられ、その廃絶後に大型土坑SX302が掘削されている。

三葉町6丁目地区では、掘立柱建物 4棟、井戸が確認されている。中央西側に建物が集

中し、地区の北西側には井戸が存在している。また、木棺墓 1基が検出されている。

平安時代中頃
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平安時代末
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腕塚町 6丁目地区では、掘立柱建物 1棟、土坑が認められる。

久保町6丁目地区では、地区の北東側に掘立住建物 4棟、井戸などの遺構のまとまりが

認められる。また、付近にはこの時期に機能していたものと考えられる鋤溝群が多数検出

されている。これらの鋤溝群は12世紀後半以降に造営が開始される掘立柱建物群に切ら

れており、耕地が集落域へと変化していく状況を示しているものと考えられる。

二葉町6丁 目地区では、前段階で井戸の分布が見られた地区の北西側に、新たに掘立柱

建物 3棟の造営、井戸の存在が認められる。

久保町 5丁目地区

匝コ 神戸女子大学二葉町遺跡調査会調査

‐ F二葉町遺跡発掘調査報告書 第 3・ 5・ 7・ 3・ 9'12次調査』所収

‐  『二葉町遺跡発掘調査報告書 第 14～21次調査』所収

ng.4 久保町6丁目地区調査範囲 (数値は調査次数を示す)

腕塚町 6丁目地区

久保町 6丁国地区

二葉町 6丁目地区
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鎌倉時代前半

井 戸

遺構の分布

言主

1)喜谷美宣「旧石器・縄文時代J『新修神戸市史』歴史編 I 自然 考古 神戸市 1989

2)須藤 宏「長田神社境内遺跡 第14次調査」『平成12年度 神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 2003

3)中 谷 正・山本雅和・須藤 宏『大手町遺跡第 1～ 4・ 6次発掘調査報告書』 神戸市教育委員会 2003

4)直良信夫「神戸市名倉町出上の縄文土器片」『近畿古文化叢考」章牙書房 1943

腕塚町6丁目地区では、掘立柱建物 1棟が確認されている。

久保町 6丁 目地区は、大型土坑 SX302埋没後に掘立柱建物 4棟の造営が行なわれる。

また、木棺墓 2基が検出され、ST302に は赤漆塗りの皿、黒漆塗り皿各 1点が土師器皿

2点、白磁碗片、鉄刀 1点と共に埋納されていた。

二葉町 6丁目地区では8棟の掘立柱建物が確認される。木棺墓が 3基確認され、ST301

には中国製白磁碗 1点、青磁皿 4点、ST302に は白磁碗 2点、土師器皿 4点、刀子、手

斧、ST303に は漆塗り烏帽子、土師器皿 3点、刀子 1点が埋納されていた。

二葉町遺跡では奈良時代～鎌倉時代の井戸が多数検出されている。

内訳は、奈良時代 (8世紀)と平安時代前半 (9世紀)井戸各 1基が三葉町 6丁目地区

で検出され、平安時代前半 (10世紀代)の井戸 1基Sk保町 6丁 目地区で検出されてい

る。平安時代中頃～鎌倉時代の井戸が大半を占めており、腕塚町 6丁目地区から2基、久

保町 5丁 目地区で 3基、久保町 6丁 目地区から14基、三葉町 6丁 目地区からは20基の井

戸が検出され、これまでの調査で総数42基 (中世39基)の井戸が検出されている。

中世の井戸側構造は素掘り、縦板組隅柱横桟留があり、井筒には曲物の有無、数にバリ

エーションがある。この他二葉町 6丁 目地区SE306で は、複材構造船の胴部を井戸側に

再利用しており、注目される。また、同じくSE313で は井筒に一木到抜き材を使用して

いる。

また、二葉町 6丁 目地区で検出された大型土坑 SX302は掘形内に大量の木材を使用し

て、枡型の水槽状構造物を設置しており、大型土坑の SX303、 久保町 6丁目SX301、

302と 共に灌漑を目的とした溜井状遺構である可育彦隆も考えられる。

二葉町遺跡における遺構の分布は、これまでの調査成果から久保町 6丁目、二葉町 6丁

目に多くの遺構が集中することが確認されている。しかし調査地は、古くからの商工業地

域であるため、従前建物基礎等による撹乱が著しく、建物酉所Jな どに不明な部分も多数存

在している。しかし、これまでに確認されている遺構の検出状況からは、12世紀中頃～

13世紀前半の建物は、大きく分けて久保町 6丁 目地区北東部の一群と、二葉町 6丁 目地

区北西部の一群の 2つのグループに分けられることが↓旨摘できる。また、12世紀末～13

世紀の段階では、 5基の木棺墓の存在が認められ、一部は屋敷墓の性格が指摘されてい

る。集落の周囲には久保町 5丁目地区の調査成果から、耕地が広がっていたと推定され

る。腕塚町 6丁 目地区は北西側に、12世紀中頃以降掘立柱建物の継続的な造営が認めら

れ、国道 2号線側である、さらに北西側に建物群の存在が推定される。

これまでの調査における各遺構 。遺物の言耕田については、既刊の F二葉町遺跡発掘調査

報告書 第 3・ 5。 9・ 12次調査』、F二葉町発掘調査報告書 第14～21次調査』を参照

されたい守)。
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12)前田佳久編『大開遺跡発掘調査報告書』 神戸市教育委員会 1993

13)丸山 潔・丹治康明編『楠・荒田町遺跡発掘調査報告書』 神戸市教育委員会 1980

14)藤井太郎編『戎町遺跡第35。 38・ 50・ 56次・松野遺跡第32・ 33・ 38次発掘調査報告書』 神戸市教育委員会 2005

15)小林行雄「神戸市東山遺跡弥生式上器研究」『考古学』44 東京考古学会 1933
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20)大平 茂編『神戸市鷹取町遺跡』 兵庫県教育委員会 1991
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24)梅原末治「神戸市板宿得能山古墳」F兵庫県史蹟名勝天然記念物調査報告』第二輯 兵庫県 1925
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33)山仲 進編『三番町遺跡 第 1次調査 (1987・ 1988年度)』 妙見山麓遺跡調査会 2006

34)池 田 毅・井尻 格「上沢遺跡 第 9次調査」『平成 9年度 神戸市埋蔵文化財年報J 神戸市教育委員会 2000

渡辺仲行・西岡誠司「神楽遺跡J『昭和59年度 神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1987
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神戸市立博物館編『特別展 よみがえる兵庫津―港湾都市の命脈をたどる』 神戸市立博物館 2004

藤本史子編『兵庫津遺跡―御崎本町地点発掘調査報告書』 大手前大学史学研究所 2006

藤本史子・中江淳史編『兵庫津の総合的研究―兵庫津研究の最新成果―』 大手前大学史学研究所 2006

阿部 功編『兵庫津遺跡第42次発掘調査報告書』 ネ申戸市教育委員会 2008な ど

47)川上厚志編『二葉町遺跡発掘調査報告書 第 3・ 5。 7・ 9・ 12次調査』 神戸市教育委員会 2001

東喜代秀編『二葉町遺跡発掘調査報告書 第14～ 21次調査』 神戸市教育委員会 2008

参考文献

竹内理三編『角川日本地名辞典 兵庫県』 角川書店 1988

清水靖男編『明治前期・昭和前期神戸都市地図』 猫書房 1995

神戸史学会「新 神戸の町名』 神戸新聞総合出版センター 1996

-12-



第 2章 調査の成果

第 1節 基本層序

今回の調査地においては、同地域が市街化される以前の層位が随所に遺存するものの、

大半が建物基礎等による攪乱を受けており、遺物包含層や遺構面力当U平されている箇所が

目立った。

遺存が良好な箇所における層序については、現地表面より概ね-40～50cmは盛上で、

遺構面を覆う遺物包含層までの間に、中世～現代の旧耕土層が3～ 4層存在する。旧耕土

層はいずれも灰色または茶灰色系の砂混りの砂質土である。遺物包含層は暗褐色粘砂土も

しくは砂質上で、層厚約 5cmである。遺物包含層を除去した面が遺構面となり、遺構面

までの深度は箇所によって差異がみられるが、現地表面より凡そ-80～90 cmである。

遺構面ベースとなる層位については、調査地の大半が灰茶色系の粘砂土もしくは砂質シル

トであるが、東南部は灰茶色または灰褐色系の礫混りの砂質土となっている。

東南部の礫混りの砂質上については、過去の調査において確認されている縄文時代晩朗

の遺物を含む自然流路1)の堆積層に類似するが、今回の調査においては、遺物が確認され

なかった。

1

子ヽ、(______― __一――~~~ヤイ́

生・６０
lm

現代盛土

濃灰色砂質土 (現代耕土 )
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灰茶色粗砂混 り砂質土 (I日 耕土 )

◎

8＼

一―一―――――一一―――――トー=デ
~~4

三二ΞΞΞEΞ三三:!三三ΞΞttΞΞ三三:三:::::こ ______― ――三                            4,000m
lm    7             

∪  7
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茶灰色中砂混り砂質土(旧耕土)
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暗褐色粘砂土(還物包含層)

濃灰茶色粗砂混り秒質土(旧 耕土)
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第 2節 遺構 。出土遺物

掘立柱建物 2棟、井戸 4基のほか、溝、土坑、ピット、落ち込み状遺構などが検出され

た。遺構は比較的密に存在したと考えられるが、攪乱箇所が多く、削平されたものも多い

と推察される。

過去の久保町6丁 目地区の調査においては、掘立柱建物26棟、井戸18基などが確認さ

れており2)、 南側の二葉町6丁 目地区を含めた地域が、二葉町遺跡の中核であることが窺

える。また、地下には水量豊富な湧水層が存在することから、井戸が多く造られたことも

同遺跡の特徴のひとつである。井戸の規模や形状はさまざまであるが、湧水層 (久保町6

丁目地区では、検出面-2.5～ 3m、 三葉町6丁 目地区では、検出面-2～2.5m)に達

するような大規模なものについては、中世～近世にかけての9基が確認されている。今回

の調査で検出された4基の井戸のうち、2基 (SE315。 316)力剃 模の範疇に入るもの

で、いずれも、掘立柱建物などと同様に中世のものである。

1上十_|_1上卜関郷

|~1司
~F。

す。

玉′(ざ
ざSB327

ng 6 第22次調査地
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その他の遺構で、時期の判明しているものについても、すべてが中世の範疇と考えら

れ、概ね11世紀末～14世紀後半頃のものと推察される。尚、遺構番号については、過去

の報告に連続するかたちにしており、調査時点での番号は「旧○○○」と表記した。
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(1)

SB326

掘立桂建物

(十 日SB2201)

SB327

(I日 SB2202)

―ひ

東西 4間 (約8.7m)× 南

北 4間 (約8,7m)以上の

総柱の建物 と推定 される

が、攪乱や削平によって失

われた柱穴もある。柱穴は

規模がまちまちで、掘形の

平面形が円形かもしくはや

や不整な円形を呈する。規

模は径約20～ 40cm、 深 さ

約25～65cmを測 り、柱間

隔は凡そ2.1～2.3mである。柱穴の柱痕部分を確認できたものも多く、柱痕 (柱材)が

遺存していたもの (P6・ 樹種 :ム クノキ)も確認された。

出土遺物は少量ながら土師器、須恵器の小片が柱穴内より出土した。 1、 2は東播系須

恵器の婉で、口縁部のみの残存である。口径 (復元)が 1は 15.6cm、 2は15.2cmを 測

る。3は土師質で、口径 (復元)32.Ocmを 測る。口縁部から体部上位にかけてのみの残

存であるため、全体形状は把握できないが、蝸もしくは甕と考えられる。体部外面はタタ

キ後ナデ、内面なナデにより調整されている。いずれも、12世紀代のものと推測される

力＼ 言幹田は不明である。

東西 4間 (約8,2m)×南北不詳の建物と推定される。遺存する柱穴は、掘形の平面形

が不整円形もしくは楕円形で、径約25～35 cm、 深さ約30～35cmを測り、柱間隔は凡そ

1,9～2.lmである。調査地内では、建物北端の柱列のみが検出されており、調査地南側

に連続するものと推測される。

出土遺物は少なく、柱穴内より上師器の河コキが出土している程度である。

fis.9 SB326遅静勿実測図

0 鋤 ―
/

0                2m

¬g.10 SB327平面図・圏昭釘珂
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(2)井戸

SE315

(1日 SE2201)

調査地の北西隅で検出された井戸である。掘形の平面形がやや不整な円形、断面形が漏

斗状を呈する。規模は検出面での径が約2.3m、 深さ約3.2mを測る。捉十より加工材 (樹

種 :ニ ヨウマツ)や曲物側板の小片 (樹種不明)が出土したが、井戸側材や水溜材に使用

されたものかは不明で、井戸側等の構造については確認できなかった。

出土遺物は埋土中より数多く確認されており、上層部からの出上が多く、特に、検出面

よリー50cm～120cmのあたりに集中する箇所がみられる。4～ 10は土師器の小皿で、

4～ 8が手づくね、 9、 10がロクロによる成形である。また、4～ 8は、いわゆる「て

の字状口縁」と呼ばれる形態のもので、伊野近富氏分類3)の Bcタ イプに属するものであ

る。 9、 10はいずれも糸切り底で、10は口縁部が彎曲するタイプである。8が完形で、

口径9.7cm、 器高1.5cm、 9、 10も ほぼ完形で、9が口径10.Ocm、 器高15.8cm、 10が

日径9,7cm、 器高1.9cmを測る。また、4～ 7については、口径 (復元)8.8～ 9.8cm、

器高1.1～ 1.6cmを 測る。11～ 22は東播系須恵器の婉である。法量が口径14.4～

16.Ocm、 器高4.8～5.6cm測 り、型式的には森田稔氏分類4)の第 I期第 2段階～第Ⅱ期

第 1段階の範疇に入るものと考えられる。23は 白磁で、碗の底部と考えられる。24は土

師質のほぼ完形の有溝土錘で、報 。5cm、 最大径2.2cmを測る。25は器種を特定しに

くいが、甕の口縁部と考えられる。須恵質のものと考えられるが、焼成が不良で、瓦器の

4000m

3000m

2000m1 暗茶灰色砂質土

2 黒茶灰色粘砂土

3 濃灰褐色砂質シルト

4 濃褐色砂質シルト

5 茶灰色砂質シルト

6 暗灰褐色砂質土

7 濃灰色細砂混り砂質土

3 濃黄灰色細礫混り砂質土

9 濃灰褐色礫混り砂質土

10 暗茶色シルト            _
■ 暗褐色細礫混リンルト

12 濃蓑灰色礫混り粘砂土

13 黒灰色礫混り粘砂土(黄色ブロック含)

14 茶灰色細砂混り砂質土

15 黒灰色シルト(黄色ブロツク含)

16 暗茶褐色砂質シルト(灰色ブロック含)

17 濃青灰色細砂混り砂質土

18 増茶灰色砂質ンル ト(黄灰色プロック含)

1,黄灰色砂質シルト

211 畢灰色砂質土

1000m

21 黒褐色シルト(黄灰色ブロック含)

22灰黄色砂質シルト(黒色プロック含)

23 淡茶灰色砂質シルト(黒色 責色ブロック含)

24 濃黄灰色粘砂圭(黒色ブロック含)

25 青灰色粘砂土 (黒色ブロック合)

26 黒青灰色粘砂土

27 淡灰色穣混り粗秒

28 茶灰色礫混り粗砂

29 灰色砂質ンルト

¬g.1l SE315平画凶・断面図

鶴  妙
◎唾謬  参
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ns,12 SE315遺物実測図
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SE316

(十 日SE2202)

ような質感である。内面に線刻がみられ、部首が「ひとがしら」の漠字の一部分と考えら

れるが、文字の判読には至らなかった。26、 27は土師器の蝸である。26は口径35。 2cm、

器高27.6cmを測り、ハケとナデによつて調整されている。内外面の体部下半と底部に煤

の付着がみられる。27は底部が欠損するが、口径33.6cm、 残存高27.5cmを測り、内面

を丁寧なナデ、外面をタタキによつて調整されている。内外面の体部下半に煤の付着がみ

られる。28は東播系須恵器の捏鉢で、口縁部が内湾し、端部が下方に拡張されている。

また、低い輪状高台を有し、底平面には明確な糸切り痕がみられる。型式的には、森田分

類の第I期第2段階のものと考えられる。口径30.2cm、 器高15.Ocmを測る。

これらの遺物の言耕田な時期については、東播系須恵器婉の輪高台部分や見込み部分など

の特徴から、概ね3時期を想定できる。古い方から13。 14・ 15→ 11。 12・ 16。 22→17の

順で、28の須恵器捏鉢と4の土師器小皿が、13・ 14・ 15と ほぼ同時期、また、5。 6・

7・ 8の土師器 rl、皿も13・ 14・ 15と 11・ 12・ 16。 22に またがる時期と推測される。凡

そ、13・ 14・ 15が11世紀末～12世紀初頭、11・ 12・ 16・ 22が12世紀前半、17が12世紀中

頃と考えられ、数量的には12世紀前半のものが多いようである。

調査地のほぼ中央部で検出

された井戸である。掘形は一

部を攪乱されているものの、

ほぼ円形と考えられ、断面形

は漏斗状を呈する。下半部の

狭降となる部分の平面形は、

正方に近い隅丸方形 を呈す

る。規模は検出面での径が約

2.Om、 深さ約2.5mを測る。

埋土より曲物側板の小片 (樹

種 :ヒ ノキ属)が出土したが、

水溜などの構造物に伴うもの

か否かは不明で、井戸側材の

痕跡等も確認されなかった。

出土遺物はいずれも小片

で、数量的にも少なく、図示

し得たものも僅かであつた。

29は土師器の河ヽ皿で、「ての字

状口縁」のタイプである。白

色系で緻密な胎土を呈し、口

径 (復元)9,7cm、 器高1.7cm

を測る。30は土師質の婉もし

くは皿の高台部である。中世

前期において、高台を有する

―

」

H 暗青灰色組砂混リシルト

12 濃青灰色ンルト混り細砂

(黒色ブロック合)

13 黒青灰色細砂混リシルト

14 黒青灰色中砂混リシルト

15 暗青灰色砂質上

16 黒灰色細砂混リンルト

17 黒褐灰色細砂混リシルト

18 暗青灰色シルト混り細砂

5 嗜灰褐色粘砂土(青灰色プロツク含)

6 褐灰色砂質シルト

7 濃青灰色砂質シルト

8 灰褐色砂質上

9 暗青灰色細砂混リシルト

(青灰色ブロック含)

10 青灰色シルト混り細砂

●g

0          1m

13 SE316平面図・断面図
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婉皿類は、播磨以西において散見

できるようである5)が、同遺物が

小片であるため、言耕田は不明であ

る。31は 土師器、32は 須恵器の

婉の口縁部と考えられる。いずれ

も口径 (復元)15.6cmを 測るが、

(十 日SE2203)

2

0             10cm

¬g.14 SE316勘 実測図

冨軒田は不明である。

29の上師器小皿は、口縁端部の形状や器壁の厚さなどから、Bbタ イプ (伊野分類)に

属するものと考えられ、11世紀後半頃のものと推測されるものの、他の遺物について

は、時期を検討できる要素は乏しい。

調査地の南端部でSE318と並んで検出された素掘 りと考えられる井戸である。南半部

が攪乱を受けているが、掘形の平面形が不整な円形、断面形が扁平な漏斗状を呈すると考

黒褐色礫混り砂質土

黒褐色礫混リシルト

濃茶灰色砂質土

R音茶褐色砂質土

濃褐灰色砂質土

暗茶灰色組砂混り砂質土

灰茶色細砂

褐灰色砂質土

濃灰色細砂

暗灰褐色礫混り砂質土

暗褐茶色砂質土

濃茶灰色粗砂混り砂質土

暗茶褐色細砂混り砂質土

灰茶色砂質土

濃灰色中砂混り砂質土(黄色7gック含)

茶灰色細～中砂 (黒色ブロック含)

灰茶色粗砂

青灰色中～粗砂

0               1m

SE317平面図・断面図

-21-

¬g.16 SE318`平面図・断面図



0             10cm

ls 17 SE317遺物実測図

えられる。残存する部分での規模は、径約

1,7m、 深さ約1.lmを測 り、同遺跡で確認さ

れている井戸の中では小規慎な部類に入る。底

部では水溜部分に設置されたと考えられる曲物

(樹種不明)の痕跡が認められた。        一

出土遺物は土師器 。須恵器の他、瓦器や白磁

も若干みられる。33、 34、 35、 36は土師器の

小皿である。いずれも、口径10cm弱、器高 2

cm弱を測る。手づくね成形で、口縁部が 1段

ナデにより調整されていることから、Abタ イ

プ (伊野分類)に属するものと考えられる。37

は瓦器の小皿で、口径9.2cm、 器高2.Ocmを

測る。内面のみにヘラミガキが施され、体部か

ら口縁部にかけては密である。底面には、不明

瞭ながら鋸歯状の暗文がみられる。形状や調整

の特徴などから、橋本久和氏分類 6)の樟葉型 I-1期に属するものと考えられる。38、

39、 40、 41、 42は東播系須恵器の婉である。38は口径30.2cm、 器局15.Ocmを 測る。39

～42は、口縁部もしくは底部の一部のみの残存で、口径 (復元)16.1～ 16.4cm、 底径

5.2cmを測る。これらは、形状の特徴から第 I期第 2段階～第工期第 1段階 (森田分類)

に属すると考えられるが、型式的には40が若千古 く、それ以外がそれに続くものと推測

される。43、 44、 45、 46は土師器の皿で、日径 (復元)11.0～ 14.Ocm、 器高2.0～2.5cm

を測る。小皿と同様にAbタ イプ (伊野分類)に属するものと考えられる。

出土遺物はいずれも12世紀代のものと推測され、12世紀前半～中頃のものが中心と考

えられるが、須恵器に関しては、12世紀後半頃のものも含まれる可能性がある。また、

37の瓦器小皿は、近年の編年的研究7)か ら12世紀前半頃の実年代が想定されている。

47は水溜部分より検出された石製品で、やや坂のある平滑面を広面と側面に有するこ

¬g.18 SE317石製品実測図

Ｉ

Ｌ
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SE318

(十 日SE2204)

m

とから、砥石として使用された可能性が考えられるが、詳細は不明である。

調査地の南端部、SE317の西側に隣接して検出された素掘りと考えられる井戸である。

SE317と 同様に南半部が攪乱を受けているため、言耕田は不明であるが、掘形の平面形状

は長方状で、井戸本体部分においては、不整な楕円形状を呈し、断面形が扁平な漏斗状を

呈する。残存する部分での規模は、井戸本体部分の径が約2.7m、 深さ約1.3mを測る。

また、隣接するSE317と 切り合い関係にあり、SE3171こ 切られるかたちで確認された。

底部では水溜部分に設置されたと考えられる曲物側板 (樹種 :ヒ ノキ属)の一部が確認さ

れた。曲物は2段以上に組まれていたものと考えられるが、遺存状態が悪く、構造等の詳

細は不明である。

出土遺物は多様であるが、土師器・須恵器の婉・皿類が数量的には多い。48～ 60が土

-23-
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師器で、48～ 57カ朔 皿ヽ、58～60が皿である。48は「ての字状口縁」のタイプのもので、

Bcタ イプ (伊野分類)に属するものと考えられる。口径9.9cm、 器高2.3cmを測る。

49、 50、 51、 52、 53、 54は、形状にバリエーシヨンがみられるものの、いずれもAbタ

イプ (伊野分類)の範疇のものと考えられる。50がほぼ完形である他は、すべて破片で、

50は 口径9.7cm、 器高1.9cmを 測 り、49、 51、 52、 53、 54は、口径 (復元 )9.2～

10.2cm、 器高1.4～1.6cmを測る。55、 56、 57は、底部が糸切りのタイプで、口径 (復

元)9,0～9.6cm、 器高1.4～ 1,7cmを測る。58、 60は Abタ イプ (伊野分類)に属する

皿と考えられる。58は口径 (復元)13.Ocm、 残存高2.2cm、 60は口径 (復元)9.7cm、

器高3.Ocmを測る。59は口縁部の内傾が少ないこと、 2段ナデによる調整などの特徴か

ら、Aaタ イプ (伊野分類)に属する可育μ隆が考えられる。口径 (復元)14.Ocm、 器高

2.5cmを測る。61は白磁の碗で、口径 (復元)15.2cmを測る。形状から山本信夫氏分類 8)

のⅡl類に属すると考えられる。62～65は東播系須恵器の小皿である。62は完形で、口

縁部が直線的に立ち上がるタイプである。口径8.6cm、 器高2.Ocmを測る。63は口縁部

がやや内湾するタイプで、口径 (復元)9.6cm、 器高2.lcmを測る。64は口縁端部がや

や外反するタイプで、口径建効屯)10.2cm、 器嵩2.5cmを測る。65は底部のみの残存で、

底部径4.6cmを測る。66～79は東播系須恵器の婉で、口縁部や底部の形状から、いずれ

も第 I期第 2段階～第Ⅱ期第 1段階 (森田分類)の範疇に属すると考えられる。71が第

I期第 2段階に近い型式で、66、 68、 69、 70、 72、 73、 74が、第Ⅱ期第 1段階に近い型

式と推察され、67、 75、 76、 77、 78、 79についても、形状から上記の型式内に属するも

のと考えられる。71は 口径 (復元)16.6cm、 器高5.7cmを 測 り、72、 73、 74は 口径

15.2～ 16.4cm、 器高4.2～ 5,lcmを測る。また、底部のみが残存する66、 68、 69、 70は

底部径5.6～ 6.4cm、 口縁部のみが残存する67、 75、 76、 77、 78、 79は 口径 (復元 )

14.4～ 16.Ocmを 測る。80は東播系須恵器の捏鉢で、体部から口縁部にかけてのみ残存

しており、口径28.6cmを測る。口縁端部等の形状等から第 I期第 2段階 (森田分類)に

属するものと考えられる。81は口縁部のみの残存であるが、土師器の堀と考えられる。

内面をナデと一部ハケ、タト面体部をタタキ後ナデにて調整されている。口径 (復元)

28.Ocmを測る。82は須恵器の小型の捏鉢と考えられ、口径 (復元)20.Ocmを 測る。83

は土師質の有溝土錘で、全体の1/3程度を欠損しており、残存長5.25cm、 最大径1.9cm

を沢1る 。

以上のことから、48、 59、

80が12世紀初頭頃、それ以外

の上師器皿、須恵器坑などは

12世紀前半～中頃のものと推

察される。

調査地の北西部において検出

されたコの字状に屈曲する溝

で、幅約15～20cm、 深さ約 5

康 言 訂  堀 4

(3)清

SD311

(十 日SD2201)
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～10cmと 比較的小規模である。総延長で5m程度の部分が検出されているが、南側の延

長部分が攪乱により失われている。形状から推察するならI永 建物の雨落ち溝の可能陛が

考えられるが、この溝に伴う柱穴などが確認されていないことから、その性格については

不明である。

出土遺物は土師器、須恵器の破片が貌点確認された。84は土師器の小皿で、「ての字状

口縁」のタイプである。白色系で緻密な胎土を呈し、口径 (復元)9.Ocmを測る。87、

88は 東播系須恵器の婉である。いずれも口縁部のみの残存で、口径 (復元)は 87が

15.2cm、 88が15,6cmを測る。

84の土師熙卜皿は、SE316出上の29と ほぼ同タイプと考えられる上に、29に比べて口

縁部が薄く、調整も丁寧であることから、Bbタ イプ (伊野分類)に属し、■世紀後半頃

のものと考えられる。

SD312     調査地の北西部において検出された南北方向の溝である。幅約15～ 30cm、 深さ約

(旧 SD2202) 10cmを 測る。出土遺物は無く、時期や性格の言軒田は不明である。

SD313～315   いずれも調査地の北西部において検出された東西方向の小規模な溝で、いずれも幅約

(旧 SD2203～  10cm、 深さ約 2～ 3cmを測る。形状、方向等から鋤溝の痕跡の可能性が高い。出土遺

2205)物は無く、時期は不明である。

SD316・ 317   いずれも調査地の東半部において検出された溝である。攪乱によってごく一部分のみの

(旧 SD2206・  検出にとどまった。いずれも幅約20cm、 深さ約 5cmで、小規模なものである。集落に

2207)関連する溝と推察されるが、出土遺物も無く、言軒田は不明である。

SD318     調査地の南東部で検出された幅約30～ 60cm、 深さ約 5～10cmを測る溝状遺構であ

(旧 SD2208) る。攪乱により、その大部分が失われている。

出土遺物は数点確認されたが、いずれも小片である。85。 86は土師器の小皿・皿で、

85は 口径 (復元)8.8cm、 器高1.9cmを測り、86は 口径 (復元)12.Ocm、 器高2.lcm

を測る。89は東播系須恵器の坑で、口径 (復元)16.Ocmを 測る。

85、 86の上師器皿は、形状からAbタ イプ (伊野分類)に属し、12世紀前半～中頃の

ものと考えられる。

仰)

SK313

その他の遺構

(十 日SK2201)

SK314

(十 日SK2202)

調査地の南東部で検出された小規模な

土坑である。平面形は楕円形を呈し、長

径約80cm、 短径約50cm、 深さ約20cm

を波」る。
10cm0

和

出土遺物は土師器、須恵器の小片が数   ~
SX31590:SP310   91:

点確認された程度である。92は土師器   92:SK313 93:SK314

の小皿で、口径 (復元)9,4cmを測る。
¬g。 21 遺物実測図

口縁部がやや「ての字状」に屈曲するが、

Abタ イプ (伊野分類)の範疇で、12世紀前半～中頃のものと推測される。

調査地の南東部で検出された小規槙な土坑で、攪乱により半分以上が失われている。平

面形は円形もしくは楕円形と推測され、残存径約1.lm、 深さ約25cmを測る。

くこ≡≡冨匡三ニラフ90

2
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SP310

(1日 SP2209)

土師器、須恵器、瓦器の小片が出上している。93

は瓦器の婉で、口径 (復元)13.6cmを 測る。外面口

縁部がヨコナデ、体部がユビオサエ、内面が磨きに

よって調整されており、その形状から和泉型Ⅲ-1期

(橋本分類)〔12世紀中頃～後半〕に属する可能性が

高い。

調査地の南東部で検出された柱穴である。長径

40cm、 短径35cm、 深さ40cmを 測る。土師器、須恵  3600m

器などの出土遺物が確認され、埋上の上位で完形の土

師器の小皿 (90)が検出された。90は 口径9.Ocm、

器高1.6cmを測り、手づくね成形で仕上げられてい

1 灰褐色礫混 リシル ト

2 茶灰色細砂

3 暗灰褐色シル ト

(茶灰色細砂含 )

4 灰茶色細砂

50cm

る。殊 の時期tか ら、Abタ イプ(4P蜘 )に属し、    fは 22 SP310平面図・断面図

12世紀前半～中頃のものと考えられる。

SX301      調査地東端で検出された深い落ち込み状遺構で、東側に隣接する第3次調査地にて検出

(旧 SX2201) されたSX3011こ連続する遺構である。このため、今回の調査においても同遺構をSX301

として扱うこととした。

西側肩部のみが確認されており、東にむけて約45° 傾斜で下がる。しかしながら、性格

等の言梯田は確認できなかった。

第 3次調査においては、12～14世紀にかけての遺物が出土しており、同安窯系と考え

られる青磁碗 (山本分類 I lbタ イプ)な ども確認されている。今回の調査においても、

同時期の範疇と考えられる土師器、須恵器、瓦器、白磁などが確認されている。

94～ 101は土師器小皿である。形状にバリエーションがみられるものの、94～ 100は Ab

タイプ (伊野分類)の範疇ものと推察される。101は口縁端部に面取りがみられるなどの

特徴から、」bタ イプ (伊野分類)に属するものと考えられる。法量は94、 95、 96、 97、

98、 99が、口径 (復元)8.4～9.Ocm、 器高1.3～ 1.5cmを測り、また、100、 1011よそれ

らに比べてやや大きく、100が口径 (復元)9.6cm、 残存高1.9cm、 101が口径 (復元)

9 8cm、 器局2.lcmを測る。1021よ小型の上師器渦と考えられ、口径 (復元)15。 2cm、

残存高5,6cmを測る。一部分のみの残存であることや、剥離等によって調整等が不明瞭

である。103は東播系須恵器の小皿である。ほぼ完形で、口径8.4cm、 器高1.8cmを測

る。104は東播系須恵器の捏鉢の口縁部と考えられ、口径 (復元)26.Ocm、 残存高2.8cm

を測る。丁寧に仕上げられているものの、片口部の調整がやや粗雑である。口縁端部が上

方に拡張されている特徴などから、第Ⅱ期第 1段階 (森田分類)の範疇に属するものと考

えられる。105～■11よ東播系須恵器の坑である。105、 106、 108は残存が比較的良いも

のの、107、 110が口縁部、109、 111が底部のみの残存となっている。法量は105が口径

(復元)16.2cm、 器高4.8cm、 106が口径 (復元)16.4cm、 器高4.8cm、 108が口径 (復

元)17.Ocm、 器高4.Ocm、 107が口径 (復元)16.Ocm、 110が口径 (復元)16.6cm、

109カ渡帯陥&6.Ocm、 111が底部径 (復元)5,3cmを測る。これらは、第 1期第 2段階～

第Ⅱ期第 2段階 (森田分類)の範疇に属すると考えられる。112～■6は瓦器婉で、いず
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fig 23 SX301 遺物実測図

れも口縁部もしくは底部のみの残存である。いずれも摩滅力港 しく、調整がやや不明瞭で

ある。112は口径 (復元)14.4cmを測り、口縁端部がやや外反する。113は口径 (復元)

15.6cmを 測る。口縁内端部に沈線が施されているなどの特徴から、樟葉型瓦器婉と考え

られ、クト面のミガキがみられないなどの特徴から、Ⅲ-1期 (橋本分類)に属する可育〕性

がある。114は口径 (復元)14.4cmを測り、口縁部を薄く仕上げている。115、 116は底

部のみの残存で、不明瞭ながら平行状の暗文がみられる。高台部の特徴から、115よ り

116の方が新しい型式に分類され、■5カ訴日泉型Ⅲ‐1期 (橋本分類)、 116カ訴日泉型Ⅲ-2

期 (橋本分類)に属する可育と陛が考えられる。117～121は白磁の碗と考えられる。117は

口径 (復元)17.4cmを 測る。形状の特徴から、V2a類 (山本分類)に属すると考えら

れる。■8は口縁部が玉縁状に肥厚するタイプで、口径 (復元)16.Ocmを 測る。底部が

残存しないため、言耕田は把握しにくいが、Ⅳ類 (山本分類)に属するものと考えられる。

119は口径 (復元)15.Ocmを 測る。形状の特徴からⅧ 2類 (山本分類)に属するものと

考えられる。120、 121は底部のみの残存で、1211よ形状の特徴からⅣla類 (山本分類)

に属するものと考えられる。1201こついては、Ⅱ類 (山本分類)に属すると考えられるが、

言称田は不明である。いずれも削り出しによる高台の成形で、121が輪状高台である。高台

径 (復元)は、120カ稲.Ocm、 121カ語.8cmを測る。

04

涎_´靱学 /14

蚕
要

訂
誕

、 102
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同遺構の出土遺物は、第3次調査と同様に時期幅がみられる。須恵器の婉については、

105〔第1期第2段階 (森田分類)〕 が最も古く、108、 110〔第2期第2段階 (森田分類)〕

が最も新しい型式と考えられ、概ね■世紀末～13世紀初頭の時期が想定でき、100年余の

時期幅が確認できる。一方、土師器の小皿においても、94～ 100〔 Abタ イプ(伊野分類)〕

が12世紀代に属するものの、101〔」bタ イプ(伊野分類)〕 は13世紀初頭～前半に該当する。

また、瓦器娩に関しても、■5と 116と で高台部の形状等に明確な差異がみられる。同遺

構は第3次調査において、掘り直しを行った痕跡も確認されており、長期間にわたって使

用された施設と考えられ、凡そ12世紀代～14世紀後半以降にかけて存在していたものと

推祭される。

また、木製品 (杭・板材)の一部が2点 (樹種はいずれもニヨウマツ)力淮認されてい

るが、小片のため、図示するには至らなかった。

SX315      調査地の南東部で検出された小規模な落ち込み状遺構である。平面形が楕円形を呈し、

(旧 SX2202) 長径約1.2m、 短径約1,Om、 深さ約10cmを測る。形状から推祭すると、土坑の痕跡の可

育と性も考えられる。

土師器、須恵器の小片が出上した程度である。91は土師器の小皿で、口径 (復元)

9.8cmを測る。形状からAbタ イプ (伊野分類)の ものと推祭されるが、摩減によって

調整等が不明瞭であるため、言耕田は不明である。

(5)遺構に伴わない出土遺物

調査区の大半が攪乱によって削平を受けており、遺物硫 曙あるいは旧耕土層が遺存す

る箇所が限定されていたものの、数点の出土遺物が得られている。攪乱についても、調査

罵
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地東南部で検出されたSE317、 SE3181こ接する箇所にて、貌点の遺物が確認されており、

これらの遺構に伴う可育と隆が高い。

122～ 131は土師器で、122～ 129カ調 皿ヽ、130、 131が皿である。123、 125が、「ての字

状口縁」のBcタ イプ (伊野分類)に属する他は、Abタ イプ (伊野分類)の ものと考え

られる。法量は130が口径 (復元)13.Ocm、 器高2.3cm、 13とが口径 (復元)13.Ocm、

器高3.Ocmを測る。また、小皿 (122～ 129)イよ、口径 (復元)8.4～ 10,Ocm、 器高

1.1～2.lcmを測る。132は瓦器の小皿で、口径 (復元)8.8cmを測る。小片のため、詳

細は不明であるが、和泉型Ⅲ-1～ 2期 (橋本分類)に属する可能性が考えられる。133

は瓦器の婉で、口径 (復元)14.6cmを 測る。摩滅が著しく、言耕田は不明であるが、形状

等の特徴から、前述の113と 同様のタイプ 〔樟葉型Ⅲ-1期 (橋本分類)〕 に属する可能性

が考えられる。134～ 136はいずれも白磁の碗と考えられ、口径 (復元)152～ 16.Ocm

を測る。口縁部のみの残存であるため、言軒田を検討しにくいが、形状の特徴等から、134

がV3a類、135がⅡl類、136がⅣ類 (いずれも山本分類)にそれぞヤも屑するものと考え

られる。1371ま青磁碗の底部と考えられる。小片であることから、言梯田は不明であるが、

高台の形状や高台から体部に屈曲する部分に丸みがある点などから、 15類 〔新しい分

類9)ではⅡ類〕(山本分類)に属する可能性が考えられる。138～ 1401よ東播系須恵器の坑

である。138、 139が口縁部、140が底部のみの残存であることから、言軒日は検討しにくい

が、概ね、第 1期第2段階～第 2期第 1段階 (森田分類)に属するものと考えられる。

141～ 145は土師質の上錘で、141が有孔土錘、142、 143が管状土錘、144、 145が有溝土

錘に分類されるものである。141が 1/3程度しか残存しない他は、ほぼ完存しており、142

が全長2.4cm、 最大径0.8cm、 孔径0.4cm、 143が全長4.85cm、 最大径1.4cm、 孔径

0.5cm、 144が全長5.3cm、 最大径1.8cm、 145が全長 (残存長)5.55cm、 最大径2.Ocm

をそれぞれ測る。

これらは、凡そll世紀末～13世紀初頭の範囲内に属するものと考えられ、12世紀前

半～中頃のものが多くみられる。
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ニヨウマツ

ム ク ノ キ

第 3節 第22次調査出土木質遺物の樹種

曲物側板 2′点 (SE316・ SE318)、 柱材 (SB326)、 杭 (SX301)、 板材 (SX301)、 加工材

(SE315)の 計 6′点につき、検鏡観察による樹種同定を実施した。結果、ヒノキ属 (曲物側板)、

ニヨウマツ (板材、杭、加工材)、 ムクノキ (柱材)と 、3種の樹種が使用されていたことが

判明した。以下に各樹種の同定根拠について、要旨のみ記す。
ヒノキ属   (C力α%α霞″αγλ Spach)木口では早材の晩材に近い部分に棚]跡田胞が県仄に分布する。柾目

の中央に横走する放射組織には、分かり辛い力Ⅵ 型ヽの分野壁孔が見える。板目にも樹脂細胞の
ストランドが見える。

(Pチ%%sプι%d″οtt Sieb)木回の早材部には3箇所に垂直樹脂道が開孔する。柾目の中央に見

える放射組織の上下には放射仮道管が存在し、内壁に鋸歯状の突起が存在する。また分野壁孔

は窓状を呈する。

(ムクカα%α%励ιαψゼ紹 Planch)木口写真下方に年輪界が見える。環孔材であり、単独または2

個の道管が放射方向に連なって散在する。柾目写真の右方に縦走する道管のせん子し板は単せん

孔である。放射組織は異性で、上下は直立細胞、中央は平伏細胞で構成される。板目の道管内

壁には密集する対列壁孔が見える。

ニヨウマツ 柾目断面 (200倍 )

ムクノキ 柾目断面 (50倍 )

写真 4 木材組織顕微銭写真
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ヒノキ属 木口断面 (25倍 ) ヒノキ属 柾目断面 (200倍 ) ヒノキ属 板目断面 (50倍 )

木口断面 (25倍 ) ニヨウマツ 板目断面 (50倍 )

ムクノキ 木口断面 (50倍 ) ムクノキ 板目断面 (100倍 )



第 4章 まとめ

二葉町遺跡の調査も今回で22次を数え、遺跡の様相がかなり明確になってきた。特

に、中世 (■～13世紀頃)の遺構・遺物は豊富で、大規模な集落が形成されていたこと

を窺わせる。今回の調査で確認された遺構・遺物は、凡そ11～ 14世紀頃に属するもの

で、12世紀代のものが多くみられる。ここでは、今回の調査の総括と、過去の調査、さ

らに、周辺遺跡の調査成果を踏まえたいくつかの考察を試みた。

第 1節 第22次調査の成果について

遺 構

先述のとおり、二葉町遺跡の調査は、今回で22次を数える。それに伴って多くの資料

が得られており、同遺跡の諸相が徐々に明らかになっている。これらの調査成果等から、

古代 (8世紀代)よ り集落が営まれ、11世紀末～13世紀中頃に盛行することが確認され

ている1)。

掘立柱建物、井戸、溝などの集落を形成する構造物の痕跡が確認されている。先述のと

おり、今回の調査地の所在する久保町 6丁 目地区および南隣の二葉町 6丁目地区にかけ

て、遺構が密集しており、同遺跡の中核地と考えられる区域である。

今回の調査では2棟検出されているが、攪乱によって、遺構が集中する箇所が大きく失

われていることから、さらに数棟存在 した可能性が高い。検出された掘立柱建物

(SB326・ 327)は主軸がN-36～ 38° Wで、過去の調査においては、N-30～ 40° W程度

のものが多いが、N-16° W〔SB319り(保 6)〕 のものからN-42° W〔SB317(二葉 6)〕

のものまで存在しており、建物配置も含めて規則性を欠いている。

中世集落遺跡の事例 として、■/Jh名 田遺跡2)(北区人多町)が挙げられる。同遺跡で確

認された掘立柱建物は、同じ時期に属する建物は、主軸力ヽ よIF同方向に統一されており、

時期が進むにつれて、主軸方向に規則的な変化がみられる。つまり、一定の規制のもとに

集落形成力χ〒われているような感がある。一方、二葉町遺跡の場合、主軸方向の規則性、

時期別の統一カヽ まとんどみられず、上小名田遺跡とはやや様相が異なる。

建物規模については、SB327は推測しにくいが、SB326は南北方向が 4間 と考えた場

合、4× 4間 (約76m2)の規模となり、全体としてはやや大きな部類に入る。この建物

規模についても、二葉町遺跡においては全体的に統一隆があまりなく、総柱の建物だけで

も、 2× 2間 (約 15m2)〔 sB329(二葉 6)〕 から7× 4間 (約155m2)〔sB305(久保 6)〕

ものまで夫小さまざまなものが存在する。しかしながら、規模の違いは建物の性格等に

よって生じる可育静隆が高いため、検証しにくいところでもあるものの、このような主軸、

規模のバラツキは、微地形く漏 Jの問題、あるいは新たな開発等による土地利用 (農地利

用)の変化、また、屋敷地内での土地利用方法の違いなどによって、開発等に関わる一定

の枠組みでの規則的な造成等力滞J限された結果とも推祭できる。

宇野隆夫氏による平安京における鳴東地域の開発の検討 3)ィこ、その根列となるヒントを

見出すことができる。宇野氏は同地域における発掘調査成果などから、従来、平安京内の

土地利用の枠組み (規制)の中で始まった鳴東地域 (吉田、岡崎など)の開発は、平安時

代後期以降、新しい枠組みによって行われた可育旨隆を指摘しており、平安京従来の地割の

掘立柱建物
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クu果6

ng.25 二葉町遺跡遣構変遷図 (『二葉町遺跡発掘調査報告書』神戸市教育委員会2001所‖⊃

lg.26 上′J塩田遺跡掘立桂建物配置 (醐 図

(『平成元年度 神戸市埋蔵文化財年車剛 神戸市教育委員会1992所収を一部改編)
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井 戸

改変の実施によって、平安京そのものの変質を決定づけるものと認識している。つまり、

強固な枠組みが想定される平安京においてですら、平安時代後期における社会鰺 の変化

によって、変革力光子われている可能性が窺え、さまざまな枠組み等にとらわれず、状況に

応じた集落開発が広範に常態化していた笑晴が看取できるのである。

過去の二葉町遺跡の調査では、40基

余の井戸が検出されており、今回の調査

においても4基 (SE315～ 318)検出さ

れている。同地域は地下水が豊富である

ことから、多くの井戸が設けられたと推

察できるが、これらの井戸について、同

遺跡の先の報告の中で、筆者による以下

のような形態分類力潮光子われている4)。

尚、ig。 25の中に示されたアルファベッ

ト (A・ B・ B'・ C)は下記のタイプを

表している。合わせて、参照されたい。

Aタ イプ…掘形直径 1～ 1.5m前後。掘

削深度が lm前後であり、

井戸底が粘土層で収まる素掘

井戸。

Bタ イプー・掘形直径 2m前後。掘削深

度が 2m以上であり、井戸

底が粗砂層まで到達 してい

る。井戸側に縦板などの構造

物が設置されている。

Bタ イプ・・・掘形直径 2m前後。掘削深

度が1.5m以上であり、井戸

底が粗砂層まで到達 してい

る。井戸側構造が存在した可

能性が残るもの。(井戸側材

を再利用のために抜き取つた

可育鯉働 あゞるもの。)

Cタ イチ・・掘形直径 2m以上。Bタ イ

プの井筒等の規模が大きいも

θう。

SE315～318を この分類に当てはめるな

らイぎ、SE315。 318が B'タ イプ、SE317・

318がAタ イプに属すると考えられる。

Bタ イプ、B'タ イプ、 Cタ イプイよ湧/1C

0                       2m

lg.27 SE301(久保5)平面図・断面図

腑飾穐解賠だめ (BV類)の実例〕

(『二葉町遺跡発掘調査幸艦 』

神戸市教育委員会2008 所収)
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層 (粗砂層)に達する深いタイプであるが、掘形の断面形状によって漏斗状タイプ (下半

部が狭くなるタイプ)と 、U字状タイプ (最下部の水溜までほぼ直線的に下がるタイプ)

に大別することができ、B'タ イプに属するSE315。 316イよ、漏斗状タイプにあたる。三葉

町遺跡において確認できる範囲では、漏斗状タイプが上記 2例を含めて 8例、U字状タイ

プが 7ψ峰 認されている。掘形の断面形状の違いは、井戸側等の構造上の差異に起因する

可能陛も考えられるが、井戸側材が抜き取り等によって遺存しないものが多く、確証は得

られない。また、構造が確認できるものについても、準構造船材を転用したSE306の よ

うな特殊例を除くと、すべて、宇野隆夫氏分類5)の縦板組隅柱横桟どめ (BⅣ類)に該当

するもの 〔SE301り、保 5)、 SE302り、保 6)、 SE309。 310・ 313・ 316。 317(二葉 6)〕

であることから、掘形形状と井戸側構造との関係の検討については、資料の増加を待たね

ばならない。また、SE315。 316の井戸側構造については、全く部材や痕跡が確認されな

かったため、検証が不可能であるが、規模、形状から素掘りのものとは考えにくく、ここ

では、宇野分類のBⅣ類あるいはBⅢ類6)〔縦板組横桟どめ (BⅣ類の隅柱を持たないタイ

プ)〕 の可能隆を消極的ながら想定しておく。

出土遺物     今回の調査においては、井戸あるいは落ち込み状遺構 (SX301な ど)の ような大規模な

遺構からの出上が多い。土師器および東播系須恵器の割合が高く、器種としては、土師器

小皿と東播系須恵器娩が多くみられる。その他、瓦器、輸入陶磁 (白磁・青磁)な ども確

認されており、婉類力滞↓合が高い。また、僅かではあるが、国産陶器、平瓦の小片もみら

れる。さらに、過去の調査においても出上が確認された漁携関係資料も数点みられ、管状

土錘 5点 (う ち3点力Mヽ片)、 有孔土錘 1点、有溝土錘 4点が出土している。これらは、

凡そ11世紀後半～13世紀前半の範疇のものと考えられ、形式的な検討が可能な資料で概

観すると、土師器小皿・皿では伊野分類7)の Aa、 Ab、 Bb、 Bc、 」b(11世紀後半～13世

紀前半)、 東播系須恵器婉では森田分類8)の第I期第2段階～第Ⅱ期第2段階 (11世紀末

～13世紀初頭)に該当するものが、それぞれ確認されている。

樟葉型瓦器婉   婉皿類が東播系須恵器主流

の中において、瓦器も多くみ

られる。過去の調査成果を含

めても同様で、坑、小皿など

が確認されており、その大半

力漸日泉型に分類されるもので

ある。

畿内における瓦器坑の型

式9)で、和泉型以外でよく取

り上げられるものとして、樟

葉型 。大和型などがあるが、

三葉町遺跡においては、樟葉

型に属する可育旨隆が考えられ

るものとして、過去の調査で

反:正三彊層霊蔓霞ン 37

fis 28三葉町遺跡出土樟棄型瓦器婉
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3点 〔201(久保 6・ SE302)、 231(二葉 6・ SE316)、 696(二葉 6・ SX302)〕 、今回の

調査で2点 〔113、 133〕 と小皿1点 〔37〕 が確認されている。形状等の特徴から、201が

1-2期 〔11世紀末～12世紀初頭〕、37がⅡ-1期 〔12世紀前半〕、231がⅡ-2期 〔12世

紀前半～中頃〕、■3、 133がⅢ-1期 〔12世紀後半〕、696〔 13世紀中頃～後半〕(いずれ

も橋本分類l③
)1こ属するものと推測される。

広範に分布し、数多くの流通がみられる和泉型に比べて、樟葉型は限られた分布を示

し1め 、その流通量も少ないことから、稀少な資料と言えるものである。神戸市域において

は、かつて、橋本久和氏の分布集成の中で、東灘区森北町遺跡、兵庫区大開遺跡での出土

が紹介されている1の 。近年、尼崎市大物遺跡の調査19において、多くの樟葉型瓦器婉 。皿

が確認されているが、尼崎以西においては、遺跡数、出土量ともにごく少数である。

漁勝関係資料   漁携に関わる資料として、今回の調査においては、先述のとおり上錘が10′点 (管状 5

点・有孔 1点・有溝 4点)確認されている。過去の調査においても、7世紀代～14世紀

後半頃にかけての資料が確認されており、土錘以外にも真蛸壼、飯蛸壺などが確認されて

しゝる14)。

真蛸壺は4点確認されており、すべてSE313(二葉6)よ り出上している。上師質で、

底を丸く仕上げた、いわゆる砲弾形のタイプである。共伴資料から13世紀前半頃のもの

と考えられる。
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lg.29二葉町遺跡出土漁跡関係資料
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飯蛸壺は、土師質で、上部に釣手がつく、いわゆる匈鐘形のものが 5点確認されてお

り、その中で残存が良いのが、SE319(二葉 6)出上の2点である。この 2点は共伴資料

から13世紀前半のものと考えられる。

管状土錘は先述の 3タ イプの中では、最も出土数が多 く、今回の調査を含めると41′点

確認されている。そのほとんどが、土師質で、全長 5cm前後の細長いタイプのものであ

るが、やや太めのものや、球形のもの、須恵質のものも確認されている。大ぶりのものは

少なく、最も大きいものでも、全長約1lcm、 径約 6cm程度である。有子L土錘は、この

3タ イプの中では、最も出土数が少なく、今回の調査を含めても18′点のみで、いずれも

土師質である。法量がわかるものでも全長 5～ 7cm、 径 1～ 2cm程度で、比較的小ぶ

りものが多い。

有溝土錘は今回の調査を含めると35点確認されている。いずれも土師質で、全長 4～

5cm、 径 1～ 2cm程度の小ぶりものが中心である。最 も大きいものでも、全長約 7

cm、 径約 5cm程度である。

二葉町遺跡は海岸に近い立地であることから、海と密接な関係があつたことは肯定で

き、それに伴う可能性が高い資料も多い。準構造船材を側部材として転用した井戸

〔SE306(二葉 6)〕 もそのひとつと言えよう。調査において確認された土錘や蛸壷は、集

落内でもやや海岸に近い三葉町6丁目地区でその出土数が多く、蛸壼 9点 (真蛸壺 4点・

飯蛸壺 5点)と土錘53点 (管状26点 ・有孔16点 ・有溝11点)が同地区からの出土である。

しかしながら、有溝土錘については、久保町6丁目地区から24点確認されており、二

葉町6丁 目地区を大きく上回る。漁網の規模や形状、あるいは漁排集団の違い等々、留意

すべき点をいくつか挙げることができるが、言軒田は不明である。
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を示している。

4)川上厚志「二葉町遺跡出土の井戸関連遺構」『二葉町遺跡発掘調査報告書―第 3・ 5。 8'9'12次調査―』

神戸市教育委員会 2001

5)宇野隆夫「井戸考」『史林』第65巻第 5号 1982

6)前掲 5)

中世前期の比較的規模の大きい井戸においては、BⅢ およびBⅣ タイプが多くみられることが、宇野氏の集成・研究から立証さ

れている。また、数量的にもBⅢ タイプの検出例が多いことから、この2タ イプを想定した。
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7)伊野近富「土師器皿」『概説 中世の上器・陶磁器』 中世土器研究会編 1995

8)森田 稔「東播系中世須恵器の生産と流通」『中近世土器の基礎研究」 H 中世土器研究会編 1986

森田 稔「中世須恵器」『概説 中世の土器・陶磁器』 中世土器研究会編 1995

9)橋本久和「中世日常雑器類の分析」『大阪文化誌』第 2巻第 3号 1977

工人集団の違いによる瓦器婉の製作技法等の差異を指摘 し、型式分類を試みている。その後、大和・和泉・樟葉の 3類型が設

定されることとなる。

10)橋本久和「瓦器椀研究と中世史」『中世考古学と地域・流通』 真陽社 2009

森島康雄「畿内産瓦器椀の併行関係と暦年代」『大和の中世土器』Ⅱ 大和古中近研究会 1992

尾上 実・森島康雄・近江俊秀「瓦器椀」『概説 中世の土器・陶磁器』 中世土器研究会編 1995

かつて、森島氏によって、大和・和泉・棒葉の 3類型の併行関係を示されているが、近年、橋本氏によって時期区分の統一が

図られている。ここで示している樟葉型 I-2期およびⅡ-1期は森島分類の I-3期、樟葉型Ⅱ-1期 は森島分類のⅡ-3

期にそれぞれ重複 しているものと理解している。

11)尾上 実・森島康雄・近江俊秀「瓦器椀」『概説 中世の上器・陶磁器』 中世土器研究会編 1995

森島氏は、樟葉型瓦器椀の分布には特異性がみられ、特に、Ⅱ期の後半以降、分布圏が急激に狭まることを指摘している。

12)橋本久和 『中世土器研究序論」 真陽社 1992

13)岡 田 務ほか『尼崎市埋蔵文化財調査年報 平成 7年度』(2)尼崎市教育委員会 2001

岡田 務ほか『尼崎市埋蔵文化財調査年報 平成 7年度』(3)尼崎市教育委員会 2002

岡田 務ほか『尼崎市埋蔵文化財調査年報 平成 7年度』僻)尼崎市教育委員会 2003

岡田 務ほか『尼崎市埋蔵文化財調査年報 平成 7年度』(5)尼崎市教育委員会 2004

14)前掲 1)
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第 2節 二葉町遺跡における古代末～中世前半の土器様相について

(1)は じめに

方 法

土師器

土師器皿の分類

二葉町遺跡では、11世紀中頃～13世紀中頃 (平安時代中頃～鎌倉時代)にかけて、連

綿と集落が形成されている。また、遺構からは、器種のセット関係が確認できる良好な状

態で、一括資料となり得る遺物が出土しており、当該期の上器様相を示す好例 とも言え

る。ここでは、これまでの調査の出土遺物から二葉町遺跡における、古代末～中世前半の

上器様相とその変遷について、検討を試みたい。

神戸市域における中世土器については、これまでに、いわゆる東播系須恵器とも呼称さ

れる古代末～中世の須恵器生産地である、神戸市西区神出古窯址群、明石市魚住古窯址群

からの出土遺物について、森田 稔氏 1)、 丹治康明氏 2)を始めとする研究成果が公表され

ており、当地域における中世の土器様相は、神出・魚住両古窯址群出土土器編年を軸に語

られる事が多い。畿内の古代～中世の土器変遷の編年基軸とされる土師器皿3)は、当地域

ではその生産と実態は不明な点が多く、変遷にも未確定な要素が多い事から、平安京出土

土器編年4)と の対比から検証力y子なわれている。もう一つの編年基軸とされる瓦器5)につ

いては、河内、和泉地域における編年が軸となっているのが現状である。

消費地の様相については、これまでに岡田章一氏による兵庫区兵庫津遺跡の12世紀～

近世末の土器様相6)と変遷、谷 正俊氏による垂水区垂水日向遺跡の12世紀初頭及び13世

紀前半の遺構からの出土遺物組成分析7)、 中川 渉氏による西区玉津田中遺跡の12世紀末

～13世紀初頭の出土遺物組成分析及代 11世紀中葉～16世紀代の土器様相8)と 変遷、谷

正俊氏による西区居住遺跡の12～13世紀の出土遺物組成分析9)な どを始めとする、言耕田な

研究成果が公表されている。ここでは、これら先学の研究成果に導かれつつ二葉町遺跡出

土遺物を検証してみたい。

尚、出土遺物の中で、土師器の皿については、いくつかのバリエーシヨンが認められ

る。本来ならば、これらの型式分類を明らかにすべきであるが、紙幅の都合上、下記に示

す通りの大分類とした。また、出土遺物全体からの数量算出による器種組成分析も実施で

きていない。他遺跡からの出土遺物の様相と合わせて、当地域の上器様相の実態を明らか

にするためにも、将来的には言稀田な型式分類が必要であり、出土遺物の器種組成の解明の

ためにも数量算出作業が必要であると考えている。このため、今回の遺構内からの一括資

料による検証から、三葉町遺跡の上器様相の変遷について、一定の傾向を導き出すことは

できたものと考えるが、より言軒田な検証作業の課題が残されており、まずは、消費地にお

ける古代末～中世前半における土器様相とその変遷の粗案としたい。

尚、資料は二葉町遺跡出土遺物の中で、遺構からの一括資料を中心に用いた。その他、

場合により、他の資料も使用している101。

土師器の機種には、供膳具に皿、琢などがあり、煮炊具には鋼、甕などが存在する。

土師器皿については、下記の通りの分類が可能である。

・皿A…平城京に系統が求められるタイプ。いわゆる「ての字状口縁」を有する。

・皿B…手づくね整形、体部上半の整形により2タ イプに分けられる。体部下半には指

頭圧痕力濡忍められる。
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皿B― a一体部外面上半に2段若しくは 1段のヨコナデを施す。口径10cm以上は大

皿に分類できる。

皿B― b一体吉レト面上半に強くヨコナデを施す。下半にわずかに段が生ずる。

皿C…底吉レト面に回転糸切り痕力荒思められる。

体者卜の立ち上がりにより、

2タ イプに分けられる。

皿C― a一体部が直線的に

廷びる。

皿C― b一体部がナデによ

り、外反する。

婉が存在する、これまでに確認されているものはA類である。

婉と小皿が存在する。和泉型が大半を占め、わずかではあるが、樟葉型が出上してい

る。三葉町 6丁 目地区SX302出土 (696)は 、丸みを持つ体部と口縁端部の特徴から、樺

葉型として分類 した。和泉型は12世紀前半～13世紀半ばまで、その変遷を辿ることがで

きる。

坑、小皿、鉢、壷、甕などが存在する。

青磁・白磁が出上している。両者共に碗、小皿が存在する。第 1次調査では白磁四耳壺

が出土している。三葉町遺跡出上の輸入陶磁に関しては、第 3節で触れているので、言軒田

はこちらを参照されたい。

土器様相の変遷 について

全体に遺構の数は多くない、溝、井戸、土坑等がわずかに存在するが、二葉 6地区では

掘立柱建物 SB328。 329と 、井戸 SE320がひとつのまとまりとして検出されている。まと

まった遺物としてはSK301(媒 6)、 SE320(二葉 6)からの出土遺物が挙げられる。

SK301(媒6)出土遺物には、いわゆる「ての字状口縁」を有する土師器皿A(261)、

杯 (265)が存在している。口縁部の形態から平安京Ⅲ期古段階に比定でき、10世紀半ば

頃の時期が考えられる。

SE320(二葉 6)出土遺物は井戸からの出土であるが、京都府篠窯産須恵器鉢 (356)(石

井分類 C)が特筆できる。また、黒色土器A類婉 (349)(森分類畿内系Ⅲ類Ⅷ期)が共

伴 している。これら出土からSK301(久保 6)は 10世紀半ば、SE320(二葉 6)は 10世

紀後半に位置付けられる。

上記から10世紀半ば～後半の時期が考えられる。

二葉町遺跡では、この段階については、顕著な遺構 。遺物が確認されていない。前後の

遺物の関係から、11世紀前半に位置付けられる。

久保 6地区南半でわずかに遺構の分布が認められ、掘立柱建物 SB317が存在する。遺

物は SB317、 SD310、 SK307(媒6)出土遺物などが挙げられる。

土師器は皿Aの他、底部糸切りの上師器皿C― aが存在する。瓦器は、SE302(久保 6)

からは、11世紀末～12世紀前半にかけての遺物が出土しているが、樟葉型瓦器婉 (201)

は、内タト面のヘラミガキの特徴から、橋本分類lD I-2期 と考えられる。須恵器は、この

皿 A 皿 B 皿 C

~261

― -36 くここ二三蛋毛吾三5718
C―a

B_b 
ヤ

50
c_b 

▼ 9

lg 30 土師器皿分類図(S=1:8)

黒色土器

瓦 器

須恵器

輸入陶磁

(2)

本叢体目1

木茉お目2

木叢お日3
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本叢お目4

本叢オロ5

段階からいわゆる東播系須恵器が出現する。SD310(久保 6)出土須恵器坑 (80)、 同

SB317出土須恵器婉 (43)は共に、丸みをもつ体部で、内面底部に凹みがあり、明瞭な平

高台をもつ特徴から、神出古窯址群釜ノロ5号窯出±1の の坑に類似している。SE315(久

保 6)出土片口鉢 (28)はやや外反気味となる口縁部の特徴から、共に森田分類第 I期

第 1段階の時期が考えられる。

これらの出土遺物から11世紀後半～末葉の時期が考えられる。

この時期から掘立柱建物などの顕著な遺構が急増する。SK311、 SE302、 SE315、 318

り、保 6)、 SE304、 SE318(二葉 6)な どから比較的まとまった遺物が出上している。

ST304(二 葉 6)出土の土師器皿 (373)は皿 Aの最後の段階であろう。瓦器は、

SE316(二葉6)か ら、棒葉型の坑 (231)が出上している。細く鋭い内タト面のヘラミガ

キから橋本分類のⅡ-2期に比定できるものと考えた。SK311り、保6)からは和泉型の

婉 (91)と須恵器婉 (92)が共伴している。(91)イよ、器高が5cmを超える点や、内面

の密なヘラミガキの特徴から、橋本分類和泉型Ⅱ-2期に類似する。(92)イ よ平高台が消

失しており、神出古窯址群老ノロ4号窯出土坑10に類似することから、森田分類第1期第

2段階に位置付けられよう。SE315(媒6)出土 (11)は平高台の名残りがわずかに認

められることから、(92)よ りもやや先行するものであろう。

これらの出土遺物から11世紀末葉～12世紀前半頃の時期が考えられる。

前段階に引き続き、遺構の増加は続く、遺物の出土数も多い。SB306、 SP301、 303、

SE317、 SX304(久保6)な どから比較的まとまった遺物が出土している、

久保町6丁目地区北東部では、遺構の切り合い関係と遺構出土遺物から、その推移を検

証することが可能である。その中でも、良好な一括資料にSB306(久保 6)出土遺物が

あり、これを基準に次段階の様相 6にかけて、言耕田な前後関係を確認することができる。

SB306P9か らは多くの遺物が出土している。土師器皿には手づくね系の皿Bと 糸切り

系の皿C(48。 49)の両者が存在する。SP303り、保 6)出上の上師器皿 (120。 119)は、

やや後出するタイプであろう。須恵器坑 (54)は 内面の見込み部の凹みがほぼ消失して

おり、森田分類第工期第 1段階に位置付けられよう、P10からは和泉型と考えられる瓦器

小皿、須恵器小皿が出上している。ST301(久保 6)出土和泉型瓦器婉 (209)は丸味を保っ

たrtk部から、やや古い様相を持つものと考えられる。SB306よ りも後出するSP301か ら

は、和泉型瓦器坑 (104)と須恵器婉 (106)が共伴している。和泉型瓦器婉 (104)イ ま口

縁部下タト面の強いナデと強い指頭圧痕跡、形骸化した内面ヘラミガキから、また、SX301

(久保 6)出土の樟葉型婉 (113)、 SE317(久保 6)出土の皿 (37)は、タト面ヘラミガキ

が省略され、内面のみにヘラミガキが認められることから、共に橋本分類Ⅲ-1期に比定

されるものと考えられる。

これらの出土遺物から12世紀半ば～後半の時期が考えられる。

二葉町遺跡において、掘立柱建物群がピークを迎え遺構の数は多く、遺物もまた多い。

SB304、 305、 309、 SP302(媒6)出土遺物などが挙げられる。

特にSP302か らは、土師器皿は皿B― a、 皿B― b、 瓦器小皿、須恵器婉、小皿が共

伴している。須恵器坑 (117)は一層器高が低くなる。神出古窯跡群老ノロ支群 2号窯1の

本叢琳目6
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オ熊外目7

土師器

瓦 器

の婉に類似しており、森田分類第Ⅱ期第 2段階に比定されるものと考えられる。SP302よ

りもやや先行するSB304出上の和泉型瓦器坑 (20)は前段階の (104)よ りも高台の邊 |ヒ、

器高の縮小化が進み、体部内面のヘラミガキも一層疎らとなっている。橋本分類Ш-2期

に比定できると考えられる事から、SB304,SP302は、ほぼ近い時期が考えられる。

これらの出土遺物から12世紀末～13世紀前半頃の時期が考えられる。この段階以降、

遺構 。遺物は急減する。

この段階では、遺構の数が激減する。掘立柱建物なども消失して、井戸や落ち込みなど

がわずかに存在するのみである。SE312、 313(二葉 6)出土遺物などが挙げられる。

SE313(二葉 6)出上の和泉型瓦器婉 (595)イ よ法量の縮小化、ヘラミガキの形骸化が

さらに進むが、口径が13cmを超えており、器高は3.5cmで高台がわずかに残存するこ

とから橋本分類Ⅲ-3期に比定できるものと考えられる。SX302(二葉 6)出土楠葉型瓦

器婉 (696)も 同時期であろう。SE306(久保 6)出土須恵器坑 (457)は 、神出古窯址

群老ノロ2号窯1の などに類似例が見られる。森田分類第Ⅱ期第 2段階に比定されるものと

考えられる。

これらの出土遺物から13世紀半ば頃の時期が考えられる。

以上、二葉町遺跡における古代末～中世前半の出土遺物の変遷を見て来たが、その特徴

を検証してみたい。

土師器は、皿A・ 郭Aのいわゆる「ての字状口縁」を有するタイプは、郭が様相 1、 皿

は様相 5ま で存在が確認できる。この点は畿内中心部と同じく「ての字状口縁」を有する

タイプは、12世紀前葉には消滅している点が認められる。皿B・ Cは在地系のタイプと

推定され、共に11世紀後半から変遷を辿ることができる。特に底部糸切 りの皿Cは、二

葉町遺跡以クトにも長田神社境内遺跡、御蔵遺跡や五番町遺跡などの長田区内に所在する、

近隣の遺跡にも存在するが、木棺墓への副葬に御蔵遺跡では使用が認められるものの、二

葉町遺跡では副葬に使用が認められず、長田神社境内遺跡や松野遺跡の祭祀に関連すると

考えられる遺構からの出土遺物には含まれていないことから、使用に使い分けなどが

あつた可能性も推祭される10。

瓦器は、広域な分布が知られる和泉型以外に、樟葉型の存在が注目される。

二葉町遺跡では、樟葉型は様相 3～ 5及び 7、 和泉型は様相 4～ 7ま でが現在確認され

ている。樟葉型は和泉型に比べると、分布範囲も狭 く、流通量も少なかったものと見ら

れ、分布範囲の西限は兵庫区付近とされるのが、神戸市域では、かつて橋本久和氏の分布

集成の中に東灘区森北町、兵庫区大開遺跡からI期の坑の出土力済召介されており、二葉町

遺跡からの出土例も合わせて、その分布範囲はさらに西へと広がるものと考えられるが、

神戸市域では、現在までに長田区から西側での出土は確認されていない10。 しかし、樟葉

型は瀬戸内海台岸から高知県、九州まで広く出土例があり1の 、主要な交通路に沿う遺跡か

ら出上しており、点的な分布の広がりが今後確認される可育旨隆もあるものと思われる。

須恵器では、様相 1の篠窯産須恵器鉢 (356)が特筆される。(356)は 、口縁端部が丸

みをもって肥厚する特徴から石井分類鉢Cと考えられる。篠窯の製品の須恵器鉢Cは、緑

釉陶器と共に、広範囲な分布が知られており、宮崎県や北部九州、愛媛県でも出上が確認

須恵器
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されている20。 畿内と西国を結ぶ、交通の要路上に位置する三葉町遺跡の性格を物語るも

のとして、挙げることができよう。

古代末～中世の須恵器生産地である、西区神出古窯址群は■世紀後半には生産が開始

されており、13世紀後半まで生産が続くとされ、12世紀末には明石市魚住古窯址群での

生産が急増し、13世紀代には主力が魚住へと移るとされている。二葉町遺跡を始めとす

る長田区内の遺跡からも、第1期第 1段階(森田分類)か ら遺物の出上が確認されている。

二葉町遺跡においても、その変遷は、様相 3～ 7にかけて、神出。魚住両古窯跡群におけ

る須恵器の変遷と同じ動向を追うことができる。しかし、須恵器の器型には、いくつかの

バリエーシヨンの存在が認められる。これまでに東播系須恵器として取り扱われてきた古

代末～中世の須恵器は、近年窯址の調査例が増加して、新たなデータカ章曽えつつあり、生

産地における様相、近隣地域、また遠隔地も含めた消費地での供給状況などを再検証する

必要があるものと考える2D。 また、東播系須恵器と瓦器婉の編年対比は、これまでにも中

央区・兵庫区楠・荒田町遺跡出土遺物などで検証力光子なわれている力∇め、二葉町遺跡にお

いて、これまでの編年観と遺構の切り合い関係に飢舗が無く、双方の変化を追うことが出

来たことは、消費地における様相のひとつとして、捉えられよう。

出土遺物から   二葉町遺跡における出土遺物の様相は、土師器については、底部糸切りの皿の存在が、

みた様相    畿内周辺部に多く見られる傾向を示し、東播系須恵器婉、鉢の多用という傾向からは、尼

崎市大物遺跡などに代表される、出土遺物における瓦器の割合が卓越する西摂地域東部に

対し、西摂地域西部に位置する三葉町遺跡の立地を物語るものであろう20。 長田神社境

内、御蔵、神楽、松野などの二葉町遺跡と近い距離に所在する、長田区内の同時期の遺跡

からの出土土器の様相と対比しても、その動きには共通する要素が多く見られ、畿内縁辺

部における様相のひとつを表しているものとも考えられる。この点は兵庫区祗園遺跡にお

ける、園池遺構内から出土した多量の上師器皿の多くが京都系土師器皿であるという特殊

なケース2つ を除けば、当地域における傾向を示す一例である可育旨隆も考えられる。その様

相の変遷は、畿内中心部とその周囲の地域における土器変遷と流通を考える上で注目され

る。しかし、二葉町遺跡では一般的な集落とは異なり、様相 1における篠窯産須恵器鉢C

の出土や、様相3～ 5'7における樟葉型瓦器婉の出土、また、輸入陶磁が比較的多く出

土し、墓への副葬も存在する点などからは、二葉町遺跡力司頼戸内海航路及び山陽道という

交通要路上に位置し、流通経路の拠点地の近くに位置していたものと考えられる。しかし

一方では、二葉町遺跡では滑石製品の出上が非常に少なく、輸入陶磁の搬入は認められる

が、瀬戸内地域を中心とする、西日本各地において生産された土器類の搬入は認められ

ず、瀬戸内海航路と神崎川 。淀川航路の結節点として重要な位置を占めていたとされる、

文献上に見られる港の「大物浦」に近接する遺跡と考えられている尼崎市大物遺跡や、大

物遺跡と共通する遺物の出上が確認されている、声屋市寺田遺跡の様に古い段階の滑石製

品の出土が認められない20な どの傾向も見られる。

全体的な土器様相のあり方から考えると、三葉町遺跡は海岸にも近く交通至便な立地状

況に展開した、有力者の存在も推定できる、拠点集落のひとつとも位置づけられよう。
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言主

1)森田 稔「東播系中世須恵器生産の成立と展開―神出古窯址群を中心に一」『ネ申戸市立博物館研究紀要』第 3号

神戸市立博物館 1986

森田 稔「須恵器系の中世陶器生産」『財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要 第 5輯』財団法人瀬戸市埋蔵文化財セン

ター 1997な ど

2)丹治康明「東播系須恵器について」『中近世土器の基礎研究』日本中世土器研究会 1985

丹治康明「東播磨における瓦生産―神出・魚住窯を中心に一」『中近世土器の基礎研究ⅡJ日 本中世土器研究会 1987な ど

3)橋本久和氏は、土師器皿について「編年基軸となる資料として、長く生活必需品であった土師器系の供膳具が有効」として、「畿

内では、古代から中世社会への変容に呼応するように型式変化する土師器皿が編年基軸とされる。」としているが、京都におけ

る精緻な土師器皿編年が、様相が明らかではない周辺地にそのまま適用できるのか疑間があるとしている。

橋本久和『中世考古学と地域・流通』真陽社 2009

4)伊野近富「土師器皿」『概説 中世の上器・陶磁器』真陽社 1995

小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要 第 3号』財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1996な ど

5)橋本久和氏は、土師器皿と瓦器椀の関係について「京都では瓦器椀の出上が少なく、逆に京都以外では瓦器椀出土が多い」こ

とから、「京都を除くと瓦器椀が編年基軸となる地域が多い。」と述べている。

前掲 3)

6)岡田章―「時期設定と土器・陶磁器組成の変遷」『兵庫津遺跡Ⅱ』兵庫県教育委員会 2004

7)谷 工俊・斎木 巌「第 1次調査の成果」『神戸市垂水 。日向遺跡 第一 。三・四次調査」神戸市教育委員会・ (財)神戸市スポー

ツ教育公社 1992

8)中川 渉編『玉津田中遺跡―第 4分冊―』兵庫県教育委員会 1995

中川 渉「中世」『玉津田中遺跡―第 6分冊― (総括編)』 兵庫県教育委員会 1996

9)谷 正俊「居住遺跡における土器・陶磁器の組成について」『居住遺跡発掘調査概要』神戸市教育委員会 1984

10)編年観については、下記の文献を参考にした。

中世土器研究会編『概説 中世の上器・陶磁器』真陽社 1995

小森俊寛 。上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要 第 3号』

財団法人京都市埋蔵文化財研究所 1996

橋本久和 『中世考古学と流通』真陽社 2009

11)畿内産瓦器婉の中で、樟葉型と和泉型については、橋本久和氏による樟葉型、尾上 実氏の和泉型の編年が提示され、森島康

雄氏によって樟葉・和泉・大和の 3類型の併行関係と年代観を示されている。近年橋本久和氏によりこの 3類型の時期区分の

統一イとが図られている。

橋本久和「中世土器研究予察」『上牧遺跡発掘調査報告書』高槻市教育委員会 1980

尾上 実「南河内の瓦器椀」『古文化論叢』藤澤一夫先生古稀記念論集刊行会 1983

森島康雄「畿内産瓦器椀の併行関係と暦年代」『大和の中世土器 H一 大和型瓦器椀とその周辺―』大和古中近研究会 1992

12)丹治康明「神出古窯址群」『昭和56年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1983

13)森 田 稔「神出古窯址群の発掘成果」『神戸市史紀要「神戸の歴史」』第19号 神戸市企画調整局 1988

14)森田 稔「神出古窯址群」『昭和58年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1986

15)前掲14)

16)長 田区長田神社境内遺跡第17次調査 SK06、 谷 2内遺物集中地点 1・ 2は祭祀に関連する遺構と推定されるが、出土 した土師器

皿には皿Cは認められない。また、長田区松野遺跡第19次調査 SK01も 祭祀に関連する可能性があるが、出土遺物に皿 Cは認め

られない。

安田 滋・富山直人・石島三和編『御蔵遺跡第 4・ 6・ 14・ 32次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2008

関野 豊他「松野遺跡の調査」『松野遺跡第11～ 23・ 25'26・ 29～ 31次 水笠遺跡第 2・ 3・ 5～ 15。 17～ 21次発掘調査報告書』

神戸市教育委員会 2002

阿部 功『長田神社境内遺跡第17次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2008

17)橋本久和「瓦器椀の分布」『中世土器研究序論d真陽社 1992

18)旧播磨国に属する垂水区、西区内の遺跡では瓦器の出土例は全体的に多くないが、瓦器筑の出上が確認されている垂水区垂水

日向遺跡、西区居住遺跡、玉津田中遺跡などでは、現在までに樟葉型の存在は認められない。
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19)前掲 3

20)石井清司「篠窯須恵器」『概説 中世の上器・陶磁器』真陽社 1995

21)近年、北区小名田窯、西区神出古窯址群、三木市久留美窯跡群柳谷支群、小野市勝手野窯跡群などで平安時代～鎌倉時代の窯

跡の調査が行なわれている。神出・魚住古窯址群などの広域流通を目的とした大規模生産とは異なった、在地系の窯跡の存在

が指摘されており、神戸市繁田窯は12世紀初頭～前葉、勝手野窯跡群は■世紀末～12世紀前半、また、旧摂津固有馬郡に所在

する小名田窯は12世紀末～13世紀前半に操業 した、局地的な需要に対応した窯跡とされている。生産地の近隣地における、各

窯の製品の供給状況と、これら小規模窯の供給範囲との関わりなども含めた検討も必要であろう。

繁田窯 :丸山 潔・山本雅和『繁田古窯l■発掘調査報告書』神戸市教育委員会 1988

小名田窯 :久保弘幸・仁尾一人『小名田窯跡』兵庫県教育委員会 1997

神出古窯址群 :池田征弘・久保弘幸・岡本一秀編『神出窯跡群』兵庫県教育委員会 1998な ど

久留美窯跡群 :仁尾一人・池田征弘・森内秀造編『久留美・跡部窯跡群』兵庫県教育委員会 1999

勝手野窯跡群 :井守徳男・久保弘幸・松岡千寿 『勝手野古墳群』兵庫県教育委員会 2002

22)山 田清朝氏は、中央区・兵庫区楠・荒田町遺跡からの出土瓦器婉と、近隣遺跡から出土 した東播系須恵器から、その時期を検

討している。

山田清朝「出土瓦器について」 F楠・荒田町遺跡Ⅱ』兵庫県教育委員会 2008

23)尼崎市大物遺跡出土遺物 (12世紀前半～13世紀後半)は福井英治氏・益田日吉氏・岡田 務氏・山上真子氏・高梨政大氏によ

り数量分析が実施されている。これを基にした分析を橋本久和氏が行なっており、この時期全体では、瓦器が全体の344%を

占め、東播系須恵器を中心とする国産陶器は19%と なっている (前掲 3)。 兵庫区祗園遺跡 SX07(12世 紀後半)出土遺物にお

ける数量は富山直人氏の分析比率では、瓦器163%、 須恵器072%と 瓦器がやや多く。垂水区垂水日向遺跡における谷 正俊

氏の分析比率 (前掲 7)では、 1次 SK02(12世紀初頭)では瓦器05%、 須恵器271%、  1次 SK04(13世 紀前半)瓦器22%、

須恵器353%、 谷 正俊氏による西区居住遺跡の分析比率 (前掲 9)は瓦器144%、 須恵器6437%、 西区玉津田中遺跡辻ヶ内

地区、三ノ郷・徳政地区 (共 に12世紀後半～13世紀初頭)に おける中川 渉氏による分析比率 (前掲 8)は辻ヶ内地区で瓦器

009%、 須恵器36%、 ニノ郷・徳政地区では瓦器24%、 須恵器612%と須恵器の比率が高 くなり、それぞれの計測法に違い

はあるが、須恵器と瓦器の割合について、摂津西部と播磨東部における組成の違いを表している。

岡田 務・山上真子編『尼崎市埋蔵文化財年報 平成 7年度(2)～ (5)』 尼崎市教育委員会 2001～ 2004

富山直人『祇園遺跡 第 5次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2000

24)兵庫区祗園遺跡では、園池と考えられる遺構内から多量の上師器皿が、須恵器娩、瓦器椀などと共に出土している。土師器皿

には京都系の土師器皿が多 く含まれ、伊野分類皿 C、 小森 。上村分類皿 Acに分類される、いわゆる「コースター型」なども

出土している。また、建物については明らかではないが、播磨系の瓦と共に、山城系の瓦も出土 している。この他、園池の南

側に近接する地点からは、中国江西省吉州窯系武跛蓋天目小碗、自磁四耳壺、白磁水注などを含む白磁、青磁などの輸入陶磁

が出上している。これらの出土遺物の時期がほぼ12世紀後半に限られる点や、立地、土師器皿の大量投棄、多量の輸入陶磁、

山城系瓦の存在などから福原京関連の遺構であるとの見方がなされている。また、祗園遺跡出上の富山分類京都系土師器皿N
類 (今回の分類における皿Bに類似するタイプと思われる。)について、小森俊寛氏は京都における皿Nに近似したもので、「胎

土に差異は認められるが、京都から二人が移動して製作された可能性がある。」としている。

須藤 宏「祗園遺跡 第 2次調査」『平成 6年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1997

回野博史「祗園遺跡 第 3次調査」『平成 6年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1997

富山直人『祇園遺跡 第 5次発掘調査報告書」神戸市教育委員会 2000

小森俊寛『京から出土する土器の編年的研究一日本律令的土器様式の成立と展開、 7～ 19世紀』京者[編集工房 2005

25)尼崎市大物遺跡からは、九州系と考えられる瓦器婉、讃岐系、吉備系、防長系の土師器婉などが出上している。淀川水系流域

の遺跡においてもこれらの遺物の出土が確認されている遺跡が存在しており、橋本久和氏は瀬戸内からの物資輸送との関わり

を指摘されている。また、大物遺跡、声屋市寺田遺跡第166・ 167地点からは、11世紀代と考えられる、断面縦長の瘤状突起を

有する滑石製石鍋 (木戸分類H類)が出上している。木戸雅寿氏の研究によれば、H類、Ⅱ―a-1類 までの古い段階の滑石

製石鍋の分布は、主要な生産地である長崎県西彼杵半島を中心とした九州地方が主條であり、鍔を有するⅢ―a-2類 (12世

紀末)以降に西日本への爆発的供給が始まるとされている。これまでに二葉町遺跡で出土が確認されている滑石製石鍋は、鍔

を有するタイプ (木戸分類Ⅲ類)である。また、大物遺跡出上の黄釉鉄絵盤 (12世 紀後半～13世紀前半)は、同様の製品の12

世紀後半の中国磁姓窯系黄釉鉄絵盤が、寺田遺跡第139地点から出上している点が注目される。

橋本久和「中世の淀川と河床遺跡」『中世考古学と流通』真陽社 2009

岡田 務・山上真子編『尼崎市埋蔵文化財年報 平成 7年度(2)』 尼崎市教育委員会 2001
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岡田 務・山上真子編『尼崎市埋蔵文化財年報 平成7年度6)』 尼崎市教育委員会 2004

前田佳久・平田朋子「寺田遺跡第139地点の調査」F寺田遺跡発掘調査報告書 第132・ 133・ 137・ 139'141・ 142地点J

芦屋市 芦屋市教育委員会2003

川上厚志・阿部 功・中村大介『寺日遺跡発掘調査報告書 第150～ 153・ 157～ 160・ 166～ 168地点』

芦屋市 ,芦屋市教育委員会 2005

木戸雅寿「石鋼」『概説 申世の土器・陶磁器J真陽社 1995
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第 3節 二葉町遺跡出上の輸入陶磁

(1)第 1次調査における白磁四耳壺の出土

二葉町遺跡が輸入陶磁を出土する中世集落遺跡として注目されるきっかけとなったの

は、昭和63年度に実施された第 1次調査における、ほぼ完形の白磁四耳壺の出上であっ

た。その調査成果については、後に松岡千尋氏によって、言耕田な資料紹介1)力光子われ、広

く周知されるに至った。

1996年 以降、区画

整理事業に伴う発掘調

査 2)が 開始され、白

磁、青磁などの輸入陶

磁の出土が数多くみら

れるようになった。

第 1次調査において

は、白磁および青磁な

どの輸入陶磁が出上し

ているが、提示されて

いるものは、二g。 33の

1～ 3で、 1が先述の

白磁四耳壷、2が自磁

碗、 3が自磁皿であ

る。これらの類型等に

ついては、後述するこ

ととする。

(2)器種 と類型

]
0                     15cm

Πg 33 第 1次調査出土這物 (註 1〔松岡1992〕 より)

〔1～ 3輸入陶磁、4～ 5土 R醇憮 6～ 8刺

二葉町遺跡出土の輸入陶磁は、白磁、青磁が大半を占め、僅かにイ也種も存在するようで

あるが、小片のためその言耕田は確認できていない。これまでに報告されているもの (第22

次調査を含む)では、白磁が55′点、青磁が16点を数え、図示し得なかった小片等も含め

ると、かなりの数量となると思われる。確認できる器種としては、白磁が四耳壼、碗、皿

で、四耳壺は先述の 1点のみで、他はすべて碗もしくは皿である。青磁は皿が 3点の他

は、すべて碗である。尚、本文中で使用する類型は、前章と同様に山本信夫氏の分類型

式3)に基づくが、山本氏の分類が、先学の横田賢次郎・森田勉両氏の分類4)を ほぼ踏襲し

ており、両氏の分類にも準ずることも付け加えておく。また、五g。 34。 35お よび表1にて

図面 。一覧等を示している。合わせて参照されたい。

白磁四耳壺については、先述の資料紹介 (19錫松岡)5)の中で、言料田に述べられており、

卵形の体部に直立する口縁、口縁端部の折り曲げが鈍い点などの特徴から、Шl類に分類

されるものと考えられる。同タイプのものは、同遺跡より北西約5kmに所在する兵庫区

祗園遺跡においても魏煮出上している6)も のの、出土事例は然程多くなく、希少な資料と

言えよう。

白磁四耳壺
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同安 1lb類 龍泉 14a類

同安 12b類

~92

632

,s35 二葉町遺跡出土青磁

白軸 白磁碗については、Ⅱ類、Ⅳ類、V類、Ⅷ類に属するものが確認されているが、Ⅳ類が

最も多く、類型力半J明するものの中では半数以上を占める。また、Ⅳ類中でもⅣla類の

比率が高い。その他、細分類まで判明しているものとしては、ェ1、 Ⅳlb、 Ⅳlc、 V la、

V2a、 V3a、 V4b、 Ⅷ2な どの類型が挙げられる。

白磁皿については、Ш類、V類、Ⅷ類が確認されており、それぞれⅢl、 V2a、 Ⅷla、白磁皿

Ⅷlb、 Ⅷ2bの各類型に属するものと考えられる。

青 磁      青磁は同安窯系および龍泉窯系と考えられるものが確認されている。同安窯系のものと

しては、 Ilb類の碗と12b類の皿が、龍泉窯系のものとしては、 14a類の碗と12c類の

皿がそれぞれ確認されている。また、今回の調査 (第22次調査)において、龍泉窯系の

Ⅲ類 (旧 15類)に属する可育静隆がある碗の底部が確認されているが、ここでは、型式不

明資料として扱っておくこととする。

尚、底部等のみの残存であることから、系統、型式が不明な碗が数点確認されており、

山本分類型式内においての特定が困難であるものの、上田秀夫氏分類7)の D類の範疇に含

まれる可含旨陛を留意しておきたい。

(3)12・ 13世紀の輸入陶磁 とその背景

二葉町遺跡における中世集落の変遷については、過去の報告等でも取り上げられてお

り8)、 その様相もかなり明らかになってきた。集落規模の拡大が具合化するのが、■世紀

後半以降で、12世紀中頃～13世紀初頭にかけて盛行がみられ、13世紀中頃以降、急激に

その規模を縮小するといった概ねの傾向が窺うことができる。

類型別の年代観  同遺跡出上の中世前期に属する輸入陶磁については、その共伴資料等から、凡そ12世

紀前半～13世紀前半頃の範囲内のものと推測され、集落の盛行期において多くみられる

ことが認識できる。近年において、大学府出上の輸入陶磁の分類検証に基づいた編年区

分9)が設定されており、その区分に当該蚤料を当てはめた場合、白磁碗Ⅱ類・Ⅳ類 。Vl

拶隠Ⅳ‐
0               10cm
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1l C 12C 13C

後 一削 中 後 単剛 中 後

白

磁

四耳壼 Ⅲ類

碗

Ⅱ類

Ⅳ類

Vl～ 3類

V4類

Ⅷ類

皿

Ⅲ類

V類

Ⅷ類

圭目

磁

同安碗 I類

同安皿 I類

龍泉碗 I類

龍泉皿 I類

表 3 二葉町遺跡出土輸入陶磁の消長

周辺の遺跡

～ 3類、白磁皿V類がC期 (11世紀後半～12世紀前半)の標識磁器、白磁碗V4類・Ⅷ類、

白磁皿Ⅲ類・Ⅷ類、同安窯系青磁、龍泉窯系青磁碗および皿 I類がD期 (12世紀中頃～

12世紀後半)の標識または準慄識磁器となり、すべてがC・ D期の範疇に入る。また、白

磁碗Ⅳ類および白磁四耳壺Ⅲl類については、C期に出現し、D期に継続して確認される

類型と考えられており、Ⅳ類の流通量が数量的に多くなる要因が推察できる。

共伴資料等に基づいて、概ねの類型別の時期的消長を表 2に表示したが、先述の大宰府

編年とほぼ同時期かやや遅れた (遅い時期)様相を示している。この′点については、輸ヌ、

陶磁の集散地である博多めを介した流通によるタイムラグの発生、あるいは、他の容器類

との磁入隆の差などの要因が想定できるが、現時点では明確にしにくい。

一方、周辺の遺跡 (各遺跡の位置については、ig。 3等を参考にされたい)においても、

同時期の輸入陶磁の出上がみられる。特に、福原京関連遺跡である兵庫区祗園遺跡lDにお

いては、その出土量は多く、先述の白磁四耳壼 (Ш l類)以外でも白磁碗 (Ⅳ la類など)、

白磁皿 (Ⅱ lb・ V2a類 など)、 同安窯系青磁皿 (1lb類)な どが確認されているが、第

3次調査にて確認された武砒箋小碗は、最高級品として扱われた輸入陶磁として知られて

いる。同じく福原京関連遺跡とされている楠・荒田町遺跡1の では、白磁碗 (Ⅳ la・ V4a

類など)、 同安窯系青磁碗(Ilb類 )、 同安窯系青磁皿(12b類 )、 龍泉窯系青磁碗 (工 b類)

などが確認されている。祗園遺跡や楠・荒田町遺跡の南に位置する大開遺跡19では、自磁

碗 (Ⅷ2類など)や褐釉四耳壷など多種多数のものがみられる。その他、数量が比較的多

いのが、二葉町追跡の約 lkm東に所在する御蔵遺跡1つ である。同遺跡からは、白磁碗
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(Ⅱ l・ Ⅳla類など)、 白磁皿 (Ⅶ la類など)、 同安窯系青磁碗 (Ilb類)な どが確認され

ている。また、松野遺跡1め では、白磁碗 (Ⅳ la類など)、 龍泉薪 青磁碗 (14b類など)

などが確認されており、大手町遺跡10では、同安窯系青磁皿 (1lb類)な どが確認され

ており、隣接する戎町遺跡1の でも龍泉窯系青磁碗 (13a類)力淮 認されている。さらに、

大橋町遺跡10で白磁碗 (Ⅳ類)、 龍泉窯系青磁碗 (Ⅱ類)、 上沢遺跡1の で龍泉窯系青磁碗 (Ⅱ

類)な どが確認されている。

神戸市域およびその周辺部における12。 13世紀に属する輸入陶磁の出土は、沿海部を

中心として広範にみられる。特に、二葉町遺跡の所在する六甲山南麓西部地域は、福原京

推定地 (福原遷都1180年 〔治承 4〕 )や拠′点港であった大輪田泊 (経島の築造開始1173年

〔承安 3〕 )が所在し、要衝的性格が強い地域であることは広く知られるところで、数多く

の輸入陶磁の出土は、このような諸条件を反映しているものと推察される。

仰)輸入陶磁 を出土する木棺墓について

供膳の意義

二葉町遺跡の過去の調査において、7基の木棺墓 (上葬墓)が確認されている20が、そ

のうちの3基において、白磁 。青磁の供膳 (副葬)がみられる。このような木棺墓におけ

る婉皿類の供膳は畿内を中心する地域においては、11世紀後半以降においてみられ、神

戸市域や周辺地域においても、その事例は多い2つ。また、供膳具としての輸入陶磁使用

は、12世紀後半からみられるようになり、13世紀に急増、14世紀には急減する傾向が、

先岸りにより指摘されている。

ST302り、保 6)、 ST301(二葉 6)、 ST302(二葉 6)イこて輸入陶磁の供膳がみられる。

ST302(久保6)では白磁碗 (Ⅳ類ほか)3′点、土師驀小皿 2′点、鉄製小刀1点、ST301

(二葉6)では白磁碗 (Vla類)1点、白磁皿 (Ⅲ l類)2′点、同安窯系青磁皿 (12b類 )

2点、ST302(二葉 6)白磁碗 (Ⅳ la類)2点、土師離卜皿 4′点、鉄製刀子 1〕点、鉄製

手斧 1点が供膳具としてそれぞれみられる。特に、供膳碗皿すべてが輸入陶磁で構成され

ているST301(二葉 6)は特異な例で、掘形の四隅付近にピットを有するなど、墓壊構

造にも特色がみられる。また、ST302(二葉6)についても、破片以クトで輸入陶磁が複数

みられる事例は少なく、神戸市域においては、東灘区出口遺跡20〔第 6次調査 ST01(龍

泉系青磁碗Ⅱb類が2点 )〕 にて確認されている程度で、稀少な例と言えよう。

木棺墓における輸入陶磁の供膳は、その出現時期から推察して、基本的に供膳具構成と

の関連がないと考えられており2つ、っまり、従来の上器 (土師器・須恵器 。瓦器など)か

ら「入れ替わる」ようにして普及していつたようなイメージが想定されている。その背景

として、12世紀後半～13世紀における、輸入陶磁の流通拡大等がその要因と考えられる。

一方で、碗皿が重なって出土するケースが多くみられることから、碗皿が「器」という

よりは「もの」として埋納された可育旨隆が高いと考えられており20、 また、他の供膳具の

事例との共通点として、埋葬者の日用品あるいは愛用品としての埋納とも考えられる20こ

とから、同時期における日常的な輸入陶磁の使用が窺える要素とも言えよう。また、約

lkm東に位置する。御蔵遺跡2の においても、12～13世紀に属する木棺墓が8基まとまっ

て検出されているが、同遺跡での輸入陶磁の出土が多いにもかかわらず、棺内の供膳具に

輸入陶磁が使用されないといった事例もあることから、埋葬者の嗜好等もかなり影響して

二葉町遺跡

の事例
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いることが窺える。

(5)結語にかえて

輸入陶磁の出土は、港湾に関わる遺跡に多くみられる傾向にある。和戸市域において、

まず、挙げられるのが、三葉町遺跡に程近く、大輪田泊推定地を含む兵庫津遺跡である。

し―かしながら、同遺跡においては、12～13世紀代 (二葉町遺跡の盛行期)に該当する資

料がほとんど得られていないのが現状である。近年、兵庫県下における港湾関連遺跡の調

査事例として、尼崎市大物遺跡翔、姫路市古網制 のが挙げられ、中世前期の資料が数

多く出土しており、輸入陶磁の割合も高い。また、周辺の遺跡からも12～13世紀代の輸

入陶磁の出上が多く、大物遺跡から神W討 IIを上った事中市庄硼 、古網干遺跡の所在

する捌 H流域のたつの市宝林寺北馴 つ。福田片岡娼勘紗・福田天神遺勘評)な どがその

具体例である。つまり、主要港湾周辺の状況として、他地域からの物卸 M沸単しやすい条

件が整っていたことが想定でき、二葉町遺跡周辺の状況とも近似し、当時の諸相を解明す

る上で、重要な要素と言えよう。

亀井明徳氏の見解効によると、平氏の台頭期 (平安時代末期)において、日宋荘園私貿

易を自家の権益拡大の材料としたことから、瀬戸内航路の拡充が行われ、宋の文物が大量

に流入する要因となったと推祭している。そして、これに伴った港湾 (大輪田泊ほか)の

整備等により、12世紀後半以降において、陶磁器を含めた物流が滑陛化したことが想定

されている。折しも、12世紀後半～13世紀前半にかけて、二葉町遺跡の集落が盛行の

ピークを迎える。今後において、これらの資料がさまざまな実相解明の一助となるこ.と を

齢 している。
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